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は じ め に 

 

 

 高齢化の進展、高度情報通信社会の進展、消費生活におけるグローバル化の

進展などにより、消費者を取り巻く環境は大きく変化しています。それに伴

い、消費者問題の内容も変化してきています。 

 このような変化に対応するためには、消費者が自主的かつ合理的に行動で

きるように児童期・青年期・老年期などのライフステージに応じた消費者教

育が重要であることから、県では各ライフステージに応じた消費者教育を推

進しており、児童期においては、消費者啓発講座の実施や教職員等を対象と

した消費者問題に関するセミナーの開催、中学校及び高等学校に消費者教育

の専門家を派遣する「消費者教育アドバイザー派遣事業」などに取り組んで

きました。 

 平成２９年度は、小学校における消費者教育を支援するため、消費者教育

の視点での社会見学及び社会見学を活用した消費者教育授業を行う「見て・

聞いて・触れて学ぼう消費者教育事業」を実施したところです。 

小学生期は、主体的な行動や社会などへの興味を通して、消費者としての

素地の形成が望まれる時期です。このため、体験を通した実践的な消費者教

育を行うことにより、児童が、日常生活の中で適切な消費行動を取ることが

できる能力を身に付けることを本事業の目的にしています。 

 また、効果的な消費者教育の視点での社会見学等を実施するため、県が派

遣する消費者教育に関する専門家や学校が所在する市町の消費生活相談員、

消費者団体などを交えた授業検討会を開催し、社会見学等の内容を協議しま

した。 

 このたび、小学校２校で実施された消費者教育の視点での社会見学及び社

会見学を活用した消費者教育授業を、「消費者教育授業の実践事例集」として

まとめましたので、県内各小学校の消費者教育授業の一助となれば幸いです。 

 最後に、本実践事例集の作成に御協力いただきました、各小学校の教職員

の皆様、並びに消費者教育に関する専門家を派遣いただきました公益財団法

人消費者教育支援センターに対しまして、深く感謝申し上げます。 

 

平成３０年（２０１８年）３月 

 

山口県消費生活センター 

   （山口県環境生活部県民生活課内） 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

 

１ 下関市立小月小学校の社会見学を活用した消費者教育授業の実践事例     
 

◇ 消費者教育授業の実践事例 第５学年 家庭科「めざそう買い物名人」             
 

１ 学校名・職氏名 

  下関市立小月小学校 教諭 重枝 孝明 
 
２ 児童 

  第５学年 ３７名 
 
３ 学習指導案 

(1) 題材名 

    めざそう買い物名人《家庭科》 
(2) 題材の目標 

    ○ 買い物の仕組みや消費者の役割、物や金銭の大切さ及び身近な物の選び方、

買い方を理解し、購入するために必要な情報の収集・整理が適切にできる。 

○ 購入に必要な情報を活用し、身近な物の選び方、買い方を考え、工夫する  

  ことができる。 

○ 買い物を中心とした消費活動に関心をもつとともに物や金銭を大切にし、 

  よりよい買い物を目指して工夫して活動しようとする。 

(3) 単元設定の意図 

① 児童観 

私たちは、毎日様々な物やサービスを購入して生活している。本校周辺は、

スーパーマーケットやコンビニエンスストア、大型ショッピングセンターがあ

り、本学級の子供も自分の好きな物を小遣いで買ったり、家の人に買ってもら

ったりするなどの買い物経験が多い。そのため子供たちは、お菓子やゲームの

値段といった自分にとって身近な物の金銭に関する知識はある。しかし、自分

の家庭では、どのようなことにお金が使われているのかを考えることは少なく、

お金を大切にするように言われていても、その理由や具体的な方法について深

く考えてもいない。さらに、「○○のゲームソフト」というように、「欲しい物」

を買うことが多く、物の購入に際して情報を収集・整理・活用して商品を選択

するなどの計画的な購入の経験もあまりない。 

② 教材観 

時代とともに消費活動のあり方は変化している。現代では、悪質商法や契約

の知識不足によるトラブルなど、多くの問題が起きていて、喫緊の課題の一つ

として挙げられている。「消費者の権利尊重と保護から自立へ」を目指して 2012

年に消費者教育推進法が制定され、子供から大人までが消費者教育の対象とな

った。 

また、2020 年施行の新学習指導要領では、「消費者教育」の指導内容が充実

されている。実際に、ゲームの課金やインターネットでの買い物など、子供た

ちのすぐそばにも消費者として判断・行動しなければならない場面が迫ってい

る。商品の選び方や買い方について考えることを中心とする消費者教育の視点

を取り入れた学習は子供たちにとって価値がある。 

5



社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

本単元は、牛乳を教材として取り上げた。それは、給食で毎日飲んでいるだ

けでなく、ヨーグルトやアイスクリームなどの加工品も多く、子供たちにとっ

てなじみが深い食品だからである。また、スーパー等の店舗には、必ず数多く

の牛乳が陳列されていることから、商品選択の幅も広く、本学習に適した素材

であると考えた。 
③ 指導観 

      本題材では、以下の手立てを重視する。 

・社会科で店舗や牛乳工場の見学を行い、消費者と販売者の考え方、販売・

生産の工夫や企業の考え方を体験的に知ることで商品選択の情報を増やす

ことができるようにする。社会科では、食料生産に関わる人々による生産性

や品質を高める努力や輸送方法・販売方法の工夫で良質な食料を消費地に届け

ていることを学ぶ。また、生産の工程、人々の協力関係、技術の向上、輸送、

価格や費用などに着目して、食料生産に関わる人々の工夫や努力を捉えさせる

が、この社会科の学びで得た知識や思考力・判断力等を家庭科の商品の選び方

や買い方の学習とつなげることで、学びを実際の生活で生かすことができる。

つまり、何のために学ぶかが明確になると考える。 

・複数の商品を選択したり、自分にとって必要な条件を考えたりする活動を

設定することで、商品購入の際の価値判断・意思決定する力を育むことが

できるようにする。つまり、学習したことを実際の生活に生かすことを意

識させた学びとしていく。 

      ・家庭における買い物についてのアンケートを取ったり、授業で学習したこ

とを家庭で再度考える課題を出したりすることによって、学習と生活を結

び付けるようにする。 
(4) 題材の評価規準 

   
 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む

態度 

評価規準 

・買い物の仕組みや消費者

の役割及び物や金銭の大

切さと計画的な使い方に

ついて理解している。 

・身近な物の選び方、買い

方を理解し、購入するた

めに必要な情報を収集・

整理できる。 

・購入に必要な情報を活

用し、身近な物の選び

方や買い方を社会科見

学や生活経験などから

考え、工夫している。

・買い物を中心とした消

費活動に関心をもつと

ともに物や金銭の大切

さについて考え、より

よい買い物を目指して

工夫して活動しようと

している。 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

(5) 学習計画（家庭科４時間 社会科４時間 全８時間） 

家庭科（４時間扱い） 社会科（４時間扱い） 

○学習活動  ◆評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第１時） 
○自分のお金の使い方・買い物の仕方に
ついて振り返る。 
◆これまでの自分のお金の使い方や買い 
物の仕方について、具体例を考えたり友 
達と比較したりしながら想起している。  

（思・態）

（第２時） 
○購買活動や消費者の役割について考え
る。 
◆購買活動や消費者の役割について、分か
ったことや考えたことを具体例を基に自
分の言葉でまとめている。 （知・思） 

（第３時） 
○買い物をするときの視点について考え
る。 
◆欲しいもの（wants）と必要なもの 
（needs）や商品の長所・短所などを基に
買い物の視点について考えている。 

   （思・態）

（第１時） 
○スーパーマーケットやコンビニエンス
ストアを見学し、販売されている牛乳の
種類や売り場の工夫などについて知る。 
◆販売されている牛乳の種類や売り場の
工夫などについて分かったことや考えた
ことをメモしたり、疑問に思ったことを
質問したりしている。   （知・態） 

（第２・３時） 
○牛乳工場を見学し、製造過程における
工夫や企業の考え方などについて知る。 
◆製造過程での工夫や企業の考え方など
について、分かったことや考えたことな
どをメモに取ったり疑問に思ったことを
質問したりしている。   （知・態） 

（第４時） 
○牛乳工場見学のまとめを行い、食料生
産や販売に関わる人々の工夫や努力を整
理する。 
◆食料生産に関わる人々は、生産性や品
質を高めるよう努力したり輸送方法や販
売方法を工夫したりして、良質な食料を
消費地に届けるなどして良質な食料を消
費地に届けていることについて理解する。
            （思・知・態）

（第４時） 
○学んだことを基に、自分ならどの牛乳
を買うかを考える。（本時） 
◆これまでに学んだことを基に、情報を
活用しながら自分ならどの牛乳を買うか
を考え、表現している。  （思・態） 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

(6) 本時案（本時は全８時間中の８時間目） 

① 目標  

様々な情報の中から自分に必要な情報を選び出し、それを基に担任や自分の

家庭の状況に合った商品を考え、選択することができる。 

② 準備 

      牛乳パック 
③ 学習過程 

学習内容・学習活動 予想される学習者の反応 教師の支援 

１ 本時の課題をつかむ。  

課題：担任の家庭の牛乳購入 

メニュー：クリームシチュー 

家族構成：４人 

  （本人・父・母・祖母） 

  

 

２ 自分ならどの牛乳を買うか

情報を整理して 

考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題についてグループ・全

体で交流する。 

 【商品選択の視点】 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の家庭の場合について

考える。 

 

 

 

 

 

・クリームシチューの材料は、じ

ゃがいもと牛乳と… 

・多くの種類の牛乳があるよ。こ

の中から選ぶのか。 

・先生は何人家族なのだろう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地元のものを買いたいな。 

・値段は安い方がいいかな。 

・見学で安全・安心に気をつけて

いると聞いた。Ａかな。 

・Ｂはキャップが付いていて、あ

けるときに便利そうだけど捨

てるのに困るかな。 

 

 

・家族は濃い味が好きだから、Ｃ

にしようかな。 

・お父さんはいつも低脂肪だから

Ｄがいいかな。 

・わたしはこの２つで迷っている

のだけどみんなはどう思う？ 

 

○家族構成などについて質問

を受けることによって、商品

選択の視点にすることがで

きるようにする。 

 

 

 

○情報を整理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際にパッケージを見て、商

品選択の参考にできるよう

にする。 

○第３時で挙がった視点（商品

の長所・短所）や工場見学で

知ったことを基に考えるよ

うに促す。 

 

 

○家族構成や自分、家族の好み

を基に考えている子供を価

値づけ、全体に広げていくよ

うにする。 

○悩んでいたり困っていたり

したら周りにアドバイスさ

せる。 

あなたならどの牛乳を買いますか？ 

・価格 ・産地 

・品質（脂肪分） 

・環境 ・量 

・賞味期限など 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時を振り返る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初は値段の安さだったけど、

友達の考えを聞いて、高くても

おいしいのがいいと思ったよ。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○商品選択に際して、自分にと

って大切にする視点を確認

させる。 

 
≪板書計画≫ 

 

 

 

牛乳 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
パッケ
ージ 写真 写真 写真 写真 
児童の
気付き
･栄養 
･値段 
･量 
･産地 
など 

    

課題①     
交流で
の気付
き

    

課題②     

 

 

めざそう買い物名人 

担任 

（顔写真） 

父 

（ ）

年齢 

母 

（ ）

年齢 

祖母 

（ ）

年齢 

クリーム 

シチュー 

（写真） 

クリームシチ

ューの材料 
・にんじん 
・ブロッコリ

ー 
・じゃがいも 
・ルー 
・牛乳 
など 

家族につ
いての情
報 
・味の好
み 
・脂肪 
・値段 
など 

あなたならどの牛乳を選びますか 

本時の振
り返り 
・わかっ
たこと考
えたこと
・生活に
生かした
いこと 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

≪配布資料≫ 授業で用いたワークシート 

 

めざそう買い物名人 

 

 

 

 

 

牛乳 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

パ
ッ
ケ
ー
ジ 

 

 

 

 

   

     

     

     

     

気付いたこと     

課題① 

選んだ牛乳 

理由 

 

班・全体 
交流での 
気付き 

 

課題② 

選んだ牛乳 

理由 

 

 

 

 

○家の人の考えはどうかな？聞いてみよう！！ 

課題② 

選んだ牛乳 

 

理由 

 

名前 

めあて 

ふり返り 

知りたいこと（１つだけ） 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

 

４ 指導上の工夫 

(1) 情報を基に自己選択する場の設定 

    購入の際には、商品の特徴や価値を見いだし、選択・決定する力が必要とされ

る。そこで本時では、価格や産地、脂肪分などの牛乳に関する様々な情報から、

自分が重視するものを選び出し、商品を選択する場を設定した。 
(2) 学習と生活を結び付ける課題 

    担任の家庭の牛乳購入について考えた後、自分の家庭の場合について考える課題を 
設定した。また、授業で学習したことを家庭で再度考える課題を出すことによって、 
学習と生活を結び付けるようにした。 
 

５ 成果と課題 

(1) 成果 

    ① 社会見学の有効性について 

本時では、担任の家庭及び自分の家庭でクリームシチューに入れる牛乳を選ぶと

いう課題に取り組んだ。４種類の牛乳の中から、見学に行った工場の牛乳を選択す

る子供たちがいた。その子供たちは、「地産地消だから」、「工場の人が勧めていた

から」、「やまぐちブランドだから」など、見学で見たことや聞いたことを理由とし

て挙げていた。これは、社会見学で得た知識を授業で活用していることを表してい

る。また、社会見学後のまとめの時間では、地産地消の意味やその効果についても

考え、用語だけでなく、その言葉の意味を説明する知識も獲得することができた。

これらのことから考えると、社会見学を行ったことは、子供が商品選択をする際の

情報を増やすことに一定の効果があったと考えられる。 
  ② 様々な情報や家庭の状況を基に商品を選択する力の育成について 

牛乳には、価格、産地、成分など商品を選択する際の視点となる様々な情報がパ

ッケージに記載されている。本時では、４種類の牛乳をグループごとに用意し、自

由に手に取って見ることで自分に必要な情報を選び出すことができるようにした。

それをワークシートに記入し、比較することで商品を選択する際の理由にした。子

供たちは、それぞれの視点で情報を読み取り、ワークシートにまとめていった。ど

の子供も、自分なりの視点をもち、購入する牛乳を選択することができた。普段は

ほとんど見ることのないパッケージを見ることで多くの気付きが生まれた。さらに、

「これからパッケージをよく見たい」という生活につなげようとする発言もあり、

情報を基に商品を選択する力の育成の一助とすることができたのではないかと考

えている。また、意見を交流することで、大切にする視点や選ぶ牛乳は異なるとい

うことに気付くことができた。ある子供の授業後の振り返りの「みんなそれぞれど

の牛乳を選ぶかは違う」という記述はそのことを示している。 

本時では、課題「①担任の家庭の牛乳を選ぶ」「②自分の家庭の牛乳を選ぶ」と

いう２つの課題に取り組んだ。これは、担任と自分の家庭、つまり、家庭の人数や

好み、年齢といった状況で選択が異なることに気付かせることをねらってのもので

あった。そのため、授業の中で、子供たちにどの牛乳を選ぶかを尋ねた。その結果

が次項の表である。 
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   表 ⽜乳別の選択した⼈数とその主な理由 

課題「①担任の家庭の牛乳を選ぶ」「②自分の家庭の牛乳を選ぶ」 
牛乳 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

課題①の人数 ９ ７ １０ ８ 

主な理由 
・山口県産の牛乳
・地産地消 
・工場おすすめ 

・そそぎやすい
・「おいしい」と書いて
ある 
・生乳１００％ 

・水を抜いていてシ
チューにあいそう 
・栄養たっぷり 

・安い 
・脂肪分が少ない 

課題②の人数 １３ １０ ７ ４ 

主な理由 

・飲んだことないから
飲んでみたい 
・５人家族だから安
くて多い方がいい 
・低脂肪はきらい 

・飲みなれている
・家で飲んでいる 

・とろみが出そう 
・クリーミーでおいしそ
う 

・家族が好きな味
・安い 

  
課題①と②の違いについて、理由に興味深い特徴が表れた。課題①の理由として

主に出てきたのは、産地や成分といった、その牛乳独自の特色であるのに対して、

課題②では「飲みなれている」「家族が好き」といった、自分の家庭の状況に関す

ることであった。これは、子供たちが、担任や自分の家庭の状況を基に牛乳を選択

していることを表している。中には、「飲んだことがないから家族に勧めてみたい」

という意見もあり、自分の家庭に思いを馳せている様子が伺えた。 
③ 学習したことを生活につなげる 

家庭科では、学んだことについて家庭で実践していくことが大切であると考える。

そこで、本時で学習したことを家庭で再度考える課題を出した。具体的には、どの

牛乳を選ぶかを家族（保護者）に聞くというものである（図）。「牛乳という種類別

を必ず購入する」や「地元で作られているものを選ぶ」といったその家庭が大切に

している視点やこだわりが見られた。子供と家族で選んだ牛乳が異なる家庭もあり、

家族が大切にしている視点を知るよい機会になったと感じている。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 家族が考えた課題の答え】

12



社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

(2) 課題 

「見て・聞いて・触れて学ぼう消費者教育事業」を活用した授業で社会見学を行い、

販売・生産の工夫や企業の考え方を体験的に知ることで子供の商品選択の際の情

報を増やすことができたと考えている。一方で、課題として公教育における企業

に対する見方・考え方の公平性が挙げられる。本事業で見学を行った店舗・工場

はそれぞれ１社ずつである。牛乳工場では地産地消について学び、その考え方が

大切だということを知ることができたが、子供にそれがすべてであり、見学に行

った企業の牛乳が最もよいという価値観を与えてはならない。あくまで商品選択

の際の視点の一つでなければならないのである。そのためには、社会見学で学ん

だことを特定の企業の事例としてではなく、一般化して考えることが必要である

と感じた。同時に、販売者や生産者側の考え方を知るだけでなく、自分の商品選

択が購買活動にどのような影響を与えるかといったことについても学び、消費者

としての意識を高めることが重要であると考える。 
 
６ 授業検討会での意見 

(1) 指導案検討の際の意見 

○ 学んだことを生活につなげる必要がある。具体的な方法や手立てを考えたい。 

○ クリームシチューの材料を購入するという状況設定を例示し、それを基に児童

に自分の家では何を選ぶか考えさせ、発表させる流れはどうか。 

   ○ 単元計画をフローチャートにして、社会科の部分と家庭科の部分とを分けると

よい。家庭科以外でも消費者教育ができることが示せる。 

○ 家庭科の授業だけでは難しいが、今回のように社会科と連携すると、生産者で

ある企業の考え方と消費者である家庭の考え方の二つを比べながら学べる。

別々に学ぶのではなく、一定の時期にまとめて学ばせることで学習の深まりと

いう点から効果的になることが期待できる。 

       ○ 商品選択の視点について、社会見学で学んだことを基に自分が大事にしている

視点を３つ程度児童に選ばせるとよい。こうすると、社会科と家庭科の教科横

断的な指導になる。 

(2) 授業実施後の意見 

○ 今日の児童たちのワークシートを見ると、子供たちの視点は「価格」が一番初

めに書かれている。つまり、子供の価値観が「価格」に縛られているというこ

とである。ここに別の視点（地産地消、環境、健康、家族、持続可能性など）

を加えるのが消費者教育になる。 
○ 児童のワークシートと板書が一致することが大事。４５分の授業をもれなく、

効率的に実施するために。また、板書と一致するワークシートを作成すると、

ワークシートの説明不要になり、時間の節約にもなる。 
○ 牛乳パックの実物を出したインパクトはとても強かったと思う。 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

 

７ 消費者教育アドバイザーの総評 

(1) 新学習指導要領で育む「資質・能力」と消費者教育 

新学習指導要領（以下、「学習指導要領」という。）では、将来の変化を予測する

ことが困難な時代を生きる子供たちに求められる資質・能力を三つの柱で整理して示

しています（図１）。 

これまでの指導は、教員が「何を教えるか」

という点から授業を組み立てていましたが、

これからは、「何ができるようになるか」と

いう観点で、育成を目指す資質・能力を整理

して、「どのように学ぶか」や「学びをどの

ように生かしていくか」の「学びに向かう力」

を育成していきます。知識や技能の量ではな

く、学びの質が重視されたことになります。 

では、消費者教育が目指す能力は、どのよ

うな能力でしょうか。消費者教育推進法では、

次の２つを基本理念としています。 

 

①消費生活に関する知識を修得し、これを適切な行動に結び付けることができる実

践的な能力 

②消費者が消費者市民社会を構成する一員として主体的に消費者市民社会の形成

に参画し、その発展に寄与することができる 

 

この理念は、学習指導要領で育む「資質・能力」の三つの柱に重なる内容になって

います。理念①には、「消費生活に関する知識」とありますが、それは「何を知って

いるか・何ができるか」ということで、「適切な行動に結びつけることができる」は、

「知っていることをどう使うか」と重なります。理念②の「行動することで消費者市

民社会の形成に参画」は「どのように社会・世界と関わるか」であり、「学びに向か

う力」とも重なっています。 

本実践は、身近な物である「牛乳」の選び方、買い方を理解し、購入するために必

要な情報の収集・整理が適切にできると共に身近な消費生活をよりよく工夫できるこ

とをねらいとしています。複数の「牛乳」の商品情報を活用して考え、それぞれの子

供にその子供なりの商品選択をさせました。 

これまでの指導では、「牛乳」の選び方・買い方に関する「知識・技能」をまず調

べたり取材したりして学び、その「知識・技能」を使って「牛乳」を選ばせていまし

た。しかし、本実践は、複数の「牛乳」から選択する過程で「知識・技能」を身に付

けさせています。 

「いつもＢ牛乳。慣れているから。でもどこで生産された牛乳かを気にして選ぶ人

がいた」、「これまでは、値段の安い牛乳にしていた。いろいろな種類があるので、使

う目的に合わせればよい」、「どこの工場かなとか産地は？原料はどこから？を見て選

ぶ人がいた」というように「牛乳」を選択させてその結果を話し合わせることで、商

品選択に必要な知識や技能を身に付けています。また、様々な商品選択の視点への気

付きは、これから実際の生活でどう生かしていくのかをノートに記述した子供も多く

いました。 

 

【図１】 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例① 

(2) 教科横断的な視点 

    教育課程とは、学校教育の目的や目標を達成するために教育内容を子供の発達や実

態、地域の実情も踏まえて学校が組織した教育計画です。学習指導要領では、各学校

が学校教育目標実現に向けた教育課程の編成と実施、評価、改善していくことを「カ

リキュラム・マネジメント」と呼び、「学習効果の最大化を図るカリキュラム・マネ

ジメント」の側面として３つ示しています。 

この中の「①教科横断的な視点」とは、どのような視点でしょうか。グローバル化

や情報化をはじめとして変化の激しい時代には、特定の教科で習得した学びだけでは

対応することは困難です。ですから、学習指導要領では、子供たちに必要な「資質・

能力」を明確にし、教科間相互の連携を図ることができるようにしました。その理由

は、それぞれの教科だけでは出せない教育効果を教科間相互の連携で更なる効果を発

揮させるためです。限定された特定の教科の学びで学習内容の定着を図るということ

でなく、算数等に位置づく特定の教科の適用場面でもない、全く違った特定の教科の

学びで汎用能力育てていくことが、この教科横断的な視点での学びです。汎用能力と

は、現在、又は将来の社会生活で他者と協働しながら、主体的に問題を解決していく

ために学んだことを広くいろいろなことに用いていける力でもあります。 

本指導では、５年生になるまでの学びを基に社会科で実施する店舗や工場見学の学

習と家庭科での物の選び方・買い方の学習を意図的に同じ時期に学ばせています。そ

れは、店舗や工場見学での体験的な学習を家庭科の学習で広くいろいろな商品を選ぶ

力につなげていくためです。社会科が生産者や販売者の視点からの学びとすれば、家

庭科は購入者、つまり消費者の視点からの学びになります。「生産者・販売者・消費

者」の三者の立場の学びを同じ時期に位置付けたことで社会科見学だけで得られなか

った、また家庭科だけでも得られなかった相乗的な学習効果が確認できました。 

例えば工場見学の際には、「夏は牛乳の生産量が少ない。だからと言って値段をあ

げない工夫をしている。ぼくたちは安いといいけど、工場はもうかっているのか」、

「牛が赤ちゃんを産むことで牛乳を出している。牛乳を買う時、牛が頑張っていると

思って買わないとね」等の言葉が子供から聞こえてきました。消費者としての立場か

らの購入だけでなく、生産者や販売者の立場からの購入を意識できたことは、消費者

教育の理念にもある「適切な行動に結びつける実践」や「消費者市民としての意識の

育ち」につながっています。社会科の店舗や工場見学の体験的な活動と家庭科学習の

相乗的な学習効果が確認できます。 

(3) 「主体的・対話的で深い学び」で「考えさせる」 

消費者教育は、子供を「よき思考者

（good thinker）」に育てる教育です。

消費者教育で実現する「主体的・対話

的で深い学び」は、問題解決的な学習

を通して、批判的思考力（考える力）

を培う学びでもあります（図２）。                           

子供の考えは、どうしても自己中心

的な考えであったり、先入観や誤解が

あったりします。そのことに気付くた

めにも話し合いや交流を取り入れて

自分の考えはこれでよいのだろうか、

【図２】 

 

【計画】 【実践】

　　１
問題に
気付く

　　２
現状を
把握する

　　３
問題を
特定する

　　　４
解決の方法
を複数出す

　　　　５
選択肢を多角
的に検討する

　　６
決定し
実行する

【評価・改善】

７
結果をふり返る

クリティカル・シンキング
（批判的に考える）

問題解決的な学習過程とクリティカル・シンキング

①教科横断的な視点 ②ＰＤＣＡサイクルの確立 ③教育内容と教育活動を効果

的に組み合わせること 
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間違っていないだろうかと問い続けさせることが必要です、それがクリティカル・シ

ンキングで批判的に考えさせることです。対話的で深い学びは、「考えさせる」指導

をすることであり、その「考えさせる」指導が子供を「よき思考者」にすることにつ

ながります。 

では、子供を「よき思考者」とするためには、どうしたらよいでしょう。その一つ

は、社会で起きている問題の多くは、どれも解決策が一つではないのですから複数の

解決策を出し合う、その中から自分にとってベターな解決策を選ばせる学習にしてい

きましょう。本実践でも「牛乳」という商品を選択させていますが、Ａ牛乳を選んだ

らよいというのでもありませんし、Ｂ牛乳を選んだ子供が正しいというわけでもあり

ません。解決策は一つではないのでそこからベターな商品選択を促しています。実際

の生活につながりやすい問題を学習で取り上げると子供の中に「考える」必要性が出

てきます。 

次に問題に対する解決策や考えをノートに記述させます。そして、それを選んだ根

拠（理由）も記述させるのです。これまでも子供の考えを話し合わせる学習は行われ

てきましたが、「考えさせる」指導では、その考えの根拠を話し合わせる必要があり

ます。つまり、話し合いでは個々の子供の考えとその根拠を出させない限り「考える」

子供にならないということです。「考えさせる」指導では、子供がまず根拠を見付け

てから考えを決めると言ってもよいでしょう。考えの根拠がなければ発表はできない

ということを子供が身に付けたら、その子供が「考える」子供に育ったことであると

共に「考えさせる」指導の効果があったことになります。 

本実践での子供の選択は、４種類の牛乳すべてに分散しました。また、その選択の

根拠も「脂肪を取りたくない家族がいるがカルシウムは取りたいから」、「地域の牛乳

の工場を応援したい」、「小さいサイズの牛乳にする。牛のことを考えると無駄にでき

ない」等の子供の発言や記述があり、対話や交流を通して、商品選択の視点や根拠に

広がりが見られました。 

体験的な活動である社会科の店舗や工場見学と家庭科の学習を教科横断的な視点

で指導した本実践は、学校の教育課程の編成の工夫に加え、地域の人的・物的資源で

あるスーパーマーケットやコンビニエンスストア、そして地域の牛乳工場を活用した

実践で、学習指導要領の「前文」で示された「開かれた教育課程」のあり方を実践し

ています。 

「今日の見学受け入れは、どきどきの連続でした。これまで、受けたことがなかっ

た質問が子供からたくさんあったからです。これから、わたしも勉強します」これは、

牛乳工場見学の案内と説明をしてくださった担当者の言葉です。体験的な活動や教科

横断的な視点での指導が子供を変容させていたことが担当者のこの言葉からも確認

できます。 

子供の学びを学校の中から、地域・企業・行政に開いた取り組みは、これまでも各

学校で取り組んできましたが、子供の実態や学校の実情、学校教育のねらいを更に周

りに理解してもらい、複数の教科の学びの相乗的な学習効果をねらった本実践の取り

組みが広がり、つながっていくことに期待します。 
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◇ 社会見学の内容（下関市立小月小学校）                                         
 

１ 社会見学のねらい 

○ 牛乳を中心とした商品の売場の工夫、どのような牛乳が売られているか、スーパー    
  とコンビニを比較するなど。 
○ 牛乳工場における製造工程での工夫、企業の考え方など。 
 

２ 社会見学の展開 

   小月小学校では、２回に分けて社会見学を実施した。 
 
  [第１回社会見学] 

視 点  場 所  活 動 

○消費者のニーズに応
えて売り上げを上げる
ために、お店の人がど
のような工夫をしてい
るのかを学ぶ 
 

○アルク小月店 
（スーパー） 
 
 
 
 
 
 
 
○ファミリーマート山
陽小野田埴生インター
店 
 
 
 
 

○売場の概要説明、生
鮮食品コーナー、牛乳
コーナー、商品の品質
管理などについて見
学 
 
 
 
 
 
○売場の概要説明、牛
乳の品揃え、コンピュ
ータによる商品管理
などについて見学 
 
 
 
 
 

  

 [第２回社会見学] 

視 点  場 所  活 動 

○牛乳の製造過程での
工夫や企業の考え方を
学ぶ 

○やまぐち県酪乳業株
式会社本社工場 
 
 
 
 

○工場・商品の概要説
明、牛乳の製造ライン
などを見学 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例② 

 
２ 宇部市立小野小学校の社会見学を活用した消費者教育授業の実践事例     
 

◇ 消費者教育授業の実践事例 第５学年 家庭科「じょうずに使おう お金ともの」                                
 

１ 学校名・職氏名 

宇部市立小野小学校 教諭 藤井 敬之  
 
２ 児童 

第５・６学年 ８人 
 

３ 学習指導案 

(1) 題材名     

じょうずに使おう お金ともの 
(2) 題材設定の理由 

本学級の児童（５年男子２名・女子４名、６年男子２名）は、５年生から家庭科が

始まり、どの児童も意欲的に学習に取り組んでいる。特に、調理や製作などの実習に

関心が高い。一方で、自分の生活をよりよくしようとする考えをもちながら、実際に

実行しようとする児童は少ない。また、３世代同居が多く、大切に育てられてきてい

る反面、自分で判断して行動しようとすることが難しい児童が多い。 
購買行動の経験は、校区内に買い物ができる施設がほとんどないため、地域の祭り

の出店での購買行動はあるが、多くの商品が並ぶ大型スーパーなどでの購買行動の経

験はほとんどない。 
本単元は、買い物の計画を立てたり、実際に買い物をしたりすることを通して、よ

りよい買い物の仕方について追求していく学習である。商品を選ぶ際、品質表示に表

記されてある情報から商品の特徴に気付き、目的に応じて選ぶことになる。自分の選

び方と友達の選び方を比較し、共通点や相違点を見出しながら、目的に応じて自分に

あった消費行動を取ることの大切さについて気付かせたい。また、本単元の学習をす

るにあたり、今回、山口県消費生活センターの「見て・聞いて・触れて学ぼう消費者

教育事業」で、大型スーパー、道の駅、牧場、牛乳工場を見学する機会を得た。そこ

で毎日給食で飲んでいる牛乳について取り上げ、牛乳が工場でどのようにして製品化

され、学校やスーパーなどに届けられているのかを実際に見学することで、生産者の

願いや努力を知る、地産地消の大切さを実感する、販売店の願いや努力を知ることが

できると考える。 
そこで指導に当たって、以下のことに留意することとした。 
・商品の選び方や買い方について、友達に伝えたり、友達の考えと比較したりす

ることで、一人ひとり価値観が違うことに気付くことができるようにする。  
・品質表示・価格などから商品の特徴を調べることで、目的に応じた選択をする

ことの大切さに気付くことができるようにする。 
・牧場や牛乳を製品化している工場、スーパーなどを見学することで、生産者の

願いや、大切にしていることや、地産地消の大切さに気付くことができるように

する。 
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(3) 題材の目標 

    ○ 商品の表示などから得られる情報を収集・整理して、自分にあった商品の選び

方や買い方ができるようにする。 
    ○ 身近な物の選び方、買い方について関心をもち、自分にあった消費行動をしよ

うとする思いをもつことができる。 

 
(4) 全体の指導計画（全５時間） 

第１次 金銭や物の大切さに気付き、その使い方に関心をもつ。（１時間） 
第２次 食品や製品の選び方、買い方について交流する。（３時間）【本時３／３】 
第３次 食品や製品の物の選び方、買い方について考え、学習を振り返る。（１時間） 

(5) 本時の指導 

①  ね ら い 社会見学で学習したことを基に自分にあった牛乳を考える活動を通 
して、食品や製品の特徴に気付き、自分にあった消費行動を考えるこ 
とができる。 

②  準 備 物 写真 牛乳のパッケージ ワークシート タブレット 電子黒板 
③  学習過程 次ページ 
④ 板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③学習課程 
 

家庭生活への関心・意

欲・態度 
生活を創意工夫する

能力 
生活の技能 

家庭生活についての

知識・理解 
食品・製品や金銭の計

画的な使い方に関心

をもち、適切に買い物

しようとしている。 

食品・製品や金銭の計

画的な使い方と適切

な買い物について課

題を見付け、その解決

を目指して考えたり、

自分なりに工夫した

りしている。 

食品・製品や金銭の計

画的な使い方と適切

な買い物に関する基

礎的・基本的な技術を

身に付けている。 

食品・製品や金銭の計

画的な使い方と適切

な買い物について理

解し、基礎的・基本的

な知識を身に付けて

いる。 

          １２／６ 
                                       品質表示 

ビン 紙パック 
・重い 
（われる） 
・リユース 
（洗って何度でも） 

・軽い 
（持ち帰りやすい） 
・リサイクル 
（形を変えて） 

 
牛乳 加工乳 乳飲料 

・成分無調整 

・殺菌 

・賞味期限短 

 

・低脂肪・無脂

肪・特濃 

・栄養価が牛乳 

と異なる 

・牛乳以外も入

っている（カル

シウムなど） 

・賞味期限長 

             
 

自分にとって理想の牛乳を考えよう 

社会見学（11/22） 

・ビンづめが早かった。 

・サンパークは紙パッ

ク、道の駅はビンで

売られていた。 

・西本牛乳は安い。 

・牛乳は牛の子どもに

与える物を飲んでい

る。 

 

種類 牛乳・加工乳・乳飲料 

殺菌方法 ８５℃１５分  
１３０℃３秒 

賞味期限 ５日 ２週間

産地 
容器   ビン 紙パック 

紙パッ

ク写真 

ビン

写真 
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 学習活動・内容 教師の働きかけ 

つ

か

む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
追

究 
す

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深

め

る 
 
 
 

１ １１月に行った社会見学について振り返る。 
 ・品物がいっぱいあった。 
 ・牛乳の種類がいっぱいあった。 
 ・買い物できて楽しかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 給食の牛乳と市販の牛乳の違いを考える。  
 ・全く同じ牛乳はなかった。 
 ・いろいろなメーカーの牛乳があった。 
 ・同じメーカーでも違う牛乳があった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ どんな牛乳があったのかを話し合う。 
 ・パッケージに量やメーカーが書いてあった。 
 ・四角い枠にいろいろなことが書いてある。 
・牛乳と乳飲料と種類が違っていた。 

 ・乳飲料の方が賞味期限が長い。 
 

・社会見学が終わった後に書かせた感想を配付

し、振り返ることができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・牛乳の種類や容器の違いなどに気付くように

給食の牛乳や社会見学のときに購入した牛乳

などの写真を提示する。 
・給食に出てくる牛乳とお店のほとんどが紙パ

ックであったことに触れ、その違い（重さ・

利用後の処理）を板書し、表にまとめる。 
・牛乳パックやビンを洗った際の水の処理の仕

方について確認することで環境への影響につ

いても考えさせる。 
・昔はビンの牛乳が多かったことや今でもビン

の牛乳を売っていることも情報として提供す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の購入した牛乳のパッケージを観察させ

る。また、友達のパッケージとも見比べ違い

を確認させる。 
・友達の牛乳との違いはどこで分かったかを考

えさせる。 
・品質表示に気付くように出てきた意見を集約

自分にとって理想の牛乳を考えよう 
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ま

と

め

る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 自分にとって理想の牛乳の品質表示を作る。 
 ・ぼくは少しずつしか飲まないから、賞味期限

が長い牛乳にしよう。 
 ・おいしい牛乳が好きだから成分無調整がいい

な。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
５ 学習の振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
 

する。また、種類やメーカー、形状などを板

書し、まとめる。 
・どんなことが品質表示に書いてあったかを確

認させる。 
・話し合いの中で出てこなかった牛乳の種類が

あれば紹介する。（成分調整牛乳や加工乳な

ど） 
 
 
 
 
 
 
 
・品質表示としてどのような情報を書けばよい

のか視点（牛乳の種類・賞味期限・殺菌方法・

産地・容器）を与える。 
☆牛乳の品質表示について理解できたか。 

【知識・理解】 
☆自分にとって理想の牛乳を考えることができ

たか。【関心・意欲・態度】   
 
 
 
 
 
 
 
・「今日の学習で分かったこと」、「今後生かした

いこと」という視点で学習を振り返らせる。 
 
 
 
 
 
 
 

評価 【関心・意欲・態度】自分にとって理想の牛乳を考えることができる。 
【知識・理解】牛乳のビンと紙パックの違いについて理解できる。 

牛乳の品質表示について理解できる。 
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≪配布資料≫ 

自分にとって理想の牛乳の品質表示を作ろう 

名前（                ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛  乳 

品質表示 

種類 

 

 

殺菌方法 

 

 

 

産地 

 

賞味期限 上部に記載
き さ い

 

なぜそのような品質表示にしたのか理由を書きましょう。 
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自分にとって理想の牛乳の品質表示を作ろう 

名前（                ） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質表示 

種類 

 

 

殺菌方法 

 

 

 

産地 

 

賞味期限  

なぜそのような品質表示にしたのか理由を書きましょう。 
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≪児童のワークシート≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 指導上の工夫 

・普段、給食で飲んでいる牛乳が学校やスーパーに届けられるまでの過程を工場や牧

場、スーパーなどに見学に行くことによって意欲をもって学習に取り組むことがで

きるようにした。 

・スーパーに見学に行った際に、昼食時に飲む牛乳を自分で選んで購入させ、自分の

選び方と友達の選び方を比較することで、一人ひとりの価値観の違いに気付くこと

ができるようにした。 

・振り返りの授業を行う際に、自分の購入した牛乳の品質表示や価格などを調べた 

り、友達の牛乳と比較したりすることで、目的に応じて商品を選択することの大切さ

に気付くことができるようにした。 

・自分にとっての理想の牛乳を一人ひとりが考え、友達の考えと比較することで自分

にあった消費行動について考えることができるようにした。 

 

５ 授業者の感想 

今回の「見て・聞いて・触れて学ぼう消費者教育事業」で授業をする機会をいただい 
て、とても充実した研修になった。私は、家庭科の授業、特に消費者教育という学習内

容についてじっくりと考えて授業を行う機会はほとんどなかったので、この事業で消費

者教育についてたくさんのことを学ばさせていただいた。牛乳一つとっても、今まで牛

乳だと思っていた商品が、牛乳、加工乳、乳飲料と３つも種類があったことを私自身も

初めて知り、自分にあった消費行動についてよく考えていかなければいけないなと実感

した。本校の児童は校区の中に商業施設がほとんどなく、自分にあった消費行動を考え、

実践する機会が非常に限られた中で生活しているので、今回の「見て・聞いて・触れて

学ぼう消費者教育事業」では、児童、教員にとっても、とても意味のある実践であった

と実感した。消費者教育は、生涯においてとても大切であり、また、環境教育とも深く

関わっている。今後も家庭科の授業だけでなく、他の教科とも関連づけながら、自分に

あった消費行動について考えることができる児童を育てていきたい。 
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６ 成果と課題 

(1) 成果 

児童の感想 

    ○ 牛乳、加工乳、乳飲料など、牛乳の種類が分かった。乳飲料は賞味期限が長く

て、牛乳は短いと分かった。今度買い物に行くときは見てみたい。 

    ○  普段、牛乳や加工乳など種類が書いてあるところはあまり見ていなかったので、

今度店に行ったときは見て買いたい。牛乳だけじゃないと思うので、他の商品

もよく見てみたい。 

    ○ 牛乳はだいたい３つの種類に分かれていて、それぞれで大きく違うことが分か

った。今日習った成分についても、今後の買い物でも考えに入れて見たいと思

う。 

    ○ 牛乳には、牛乳、加工乳、乳飲料があることが分かった。普段はこんなにじっ

くりと牛乳を見ないので、賞味期限の違いなどがよく分かった。これからは、

しっかりと牛乳を見て買いたい。 

    ○  殺菌方法も高い温度で殺菌する方法と低い温度で長い時間をかけて殺菌する 

方法があることが分かった。今後は安さだけでなく殺菌方法や産地などを見て 

から選ぼうと思った。 

 

牛乳のパッケージに書いてある品質表示から牛乳の種類や品質をまとめることで、

牛乳の他にも、加工乳や乳飲料や牛乳の種類や殺菌方法によって賞味期限や栄養価な

どが変わることを知って驚いていた。それを基に一人ひとりが自分の理想の牛乳につ

いてじっくり考え、それぞれの理想の牛乳を考えることができた。自分や家族の生活

習慣から牛乳の種類や殺菌方法、また、牛乳パックかビンかを選択することができた。

授業を通して、牛乳を選ぶときの視点の広がりを感じた。牛乳を買うときは品質表示

をよく見たいという児童や、牛乳だけでなく他の商品についても詳しく調べてみたい

という児童もおり、生活につなげようとする姿が見られた。 

(2) 課題 

牛乳の品質表示について難しい言葉や漢字が多いので、児童からのつぶやきや発見

を教員がうまく拾い上げまとめていくことが大切である。自分にあった消費行動につ

いて考えるきっかけとはなったが、なかなか実践できる機会がないので、他の教科と

も関連づけながら、より意識が高まるようにしていく必要性を感じる。また、友達や

家族の考えとも比較、共有しながら価値観の違いや様々な状況、環境の変化によって、

消費行動が変化していくことも知っていく必要がある。 

 

７ 授業検討会での意見 

(1) 指導案検討の際の意見 

○ 授業で児童が物を選ぶという行為をしたほうがよい。２つか３つの中から選ん

で、どうしてこれを選んだのかグループで話し合い、その中で自分の意見がも

てればよい。 

○ 子供のうちから選ぶことを積み重ねるのが大事。児童が「消費期限」とか「加

工品」だからとか理由を付けて自分の選んだ理由を言えることが理想的。 
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(2) 授業実施後の意見 

○ 牛乳パックの表示を読むのは、児童にとって漢字が多く大変だったと思う。た

だ、社会見学に行ったことで興味が深くなっていたようで、児童があきらめず

に読んでいた。 
○ ワークシートの理想の牛乳について視点を５つに絞ったことで、児童の話し合

いがスムーズにいっていた。 
○ 給食で身近に出る牛乳を題材に取り上げたのがよかった。授業の導入で社会見

学を振り返り、給食の牛乳と普通の牛乳の差を考えさせたことで、子供たちが

興味を持って授業に取り組めていた。 
 

８ 消費者教育アドバイザーの総評 

(1) 消費者教育で育成したい力 

今回の社会見学と授業実践は、学習指導要領の改訂に伴う消費者教育のタイムリー

な企画であり、「百聞は一見にしかず」という体験させることの重要性を強く感じさ

せる企画であった。 
学校における消費者教育の実践では、指導方法がよくわからず、教科書を読んだだ

けの座学や学習ノートの整理で終わってしまう例がある一方、実践的・体験的学習活

動を重んじるあまり、体験はさせたが何を学んだかが明確化されずに終わってしまう

例もある。その点、今回の社会見学では、児童に何を見させ、何に触れさせ、何を感

じさせ、何を学ばせたいかを明確にしたものとなった。 
消費者教育では、よりよいものやサービスを選ぶ力、本当に必要なものであるかを

判断する力、地球環境を考えて購入・活用できる力、家族や仲間の人間関係も考えて

購入・活用できる力を培うことが必要である。悪質業者に騙されないためだけではな

く、「良識のある市民」の育成を目指すためには、思考力・判断力・表現力の育成が

必要である。加えて、その時の状況に応じたよりよい選択をするための判断過程や、

自分の選択と他人の選択の違いや、その時の状況によって選択が変わってくることを

意識できる「意思決定能力」、「生きる力」の育成が大切である。 
(2) 社会見学先の選定と児童の様子から 

美しい自然に囲まれた全校児童２３名の小野小学校は、全複式学級の小規模校で、

授業対象の５・６年生だけでなく、全校２３名が一緒に社会見学を行った。５・６年

生は、「牛乳を題材に生産者の願いや努力、地産地消等を学ぶ」ことを学習目標と設

定した。 
見学場所は、生乳生産の酪農農家、牛乳工場、牛乳を販売する店舗とし、牛から搾

乳した生乳が家庭に届く順で見学をしたかったが、昼食場所の確保などを考慮して、

牛乳生産者→大型小売店→道の駅（昼食）→酪農農家の順で行った。店舗の選定にあ

たっては、給食で提供される牛乳を販売していることや、商品が店頭に並ぶまでの経

緯、品質管理等を説明してもらえることを条件とした。また、バリアフリーやカート

の使いやすさ、トイレの配慮等、買い物弱者の視点も考慮した。地元の小型店舗の見

学も考えたが、商品の種類や配列等を比較する適切な店舗や商店街がなかったため、

道の駅を選ぶことになった。 
見学先の牛乳工場では、給食でも紙パックが多い中、ビンの牛乳を提供しており、
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牛乳の元は牛の乳であることの説明や殺菌方法について説明があった。おいしい牛乳

を安全に提供したいという考えから、８５℃で１５分殺菌しているとのことや、紙と

ビンの特徴とともに、ワンウェイではなく、リユースを心掛けているといった説明も

されていた。 
大型店舗では、加工された食品の売り場だけでなく生鮮食品のバックヤードも見学

した。見学した児童は、牛乳売り場で扱っている牛乳の多さや、同じメーカーでもい

ろいろな種類があることに気付き、品質表示マークを見て、牛乳工場で説明された牛

乳・加工乳・乳製品の違いや殺菌方法、賞味期限等の違いを実際の目で見て確認して

いた。給食で提供される牛乳と同じメーカーの牛乳が紙パックであったことに気付い

た児童もいた。さらに、道の駅では、商品の種類や陳列個数の違い、道の駅ならでは

の商品にも目がいったようである。 
酪農家の見学では、児童が牛を触る機会を設け、お腹に赤ちゃんのいる牛にも触る

ことで、命をはぐくむことの大事さも学べた。牛が自分の仔牛に与える乳が牛乳であ

り、お母さん牛のお腹には赤ちゃんがいて赤ちゃんが生まれて、肉牛や乳牛となって

私たちの食生活を支えているという説明まであり、児童は神妙な顔をしていた。児童

が目や耳、皮膚で体感したこと、命の尊さを感じる貴重な経験が、その後の授業に効

果的に結びつくことになった。 
(3) 授業実践の意義と課題 

本実践は、家庭科の「じょうずに使おう お金ともの」の単元で、自分にあった牛

乳を考える活動を通して、食品や製品の特徴に気付き、自分にあった消費行動を考え

ることができるようになることをねらいとしている。題材として身近な牛乳を取り上

げ、「自分にとって理想の牛乳の品質表示を作る」ワークが盛り込まれた授業である。 
児童は、買い物の経験がほとんどなく、普段の生活からはあまり想像できない生産

や販売の現場の様子を見学したことで、これまでとは違った視点から考えることがで

きた。「おいしい牛乳を作るために低温殺菌をしている」「牧場では、牛を大事にして

いる」といった発言も見られた。そして、見学先で得た知識として、牛乳パックとビ

ンの容器の特徴や、生乳、加工乳、乳飲料の違いなどを確認しながら、自分の選択の

理由や意見を発表して、友人の意見もしっかり聞きながら、じっくり考えていた。 
「自分ならどういう牛乳を買うか」という教師の問いに対して、「自分は牛乳が好

きで開けたらすぐ飲むから、乳飲料でなく牛乳を選ぶ」と発言した児童や、「学校では

ビンだが、重いから紙パックにする」と買い物の負担を考えて答えた児童もいた。「賞

味期限の長いものを買う」と発言した児童には、「牛乳は生鮮食品だから、開けたらで

きるだけ早く飲もう」と賞味期限は開封前であることを示唆していた。また、「牛乳パ

ックを水ですすぐ」という意見には、「すすいだ水は流しに流さないように」といった

アドバイスを行い、一人ひとりの声を大事に生かした授業にまとめあげていた。 
児童の話し合いでは、自分の意見をはっきり伝え、友人の意見も受容するという過

程を通して、意思決定を図らせていた。今どきの児童は、様々な情報ツールを使いこ

なせるので、授業でもタブレットを使って見学したときの様子を説明していたが、相

手のことを考えて、話したり聞いたりできるような学習習慣が確立されていなかった

ら、本授業は味気ないものになっていたと思われる。 
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社会見学を活用した消費者教育の実践事例② 

 
今回の企画のように、社会見学の場所の選定や下見、打合わせ、バスの手配をした

りすることは、学校での教育指導では、時間的にも金銭的にもなかなか難しい。この

ような機会に恵まれなかったら、どのように指導したらよいのか。例えば都会では、

身近に牛がいない、牛乳工場もないという場合もある。映像や音声等を用いた方法も

考えられるが、実物にはかなわないのは当然である。実際に体験しているのに近いよ

うに、また、事業所の人の説明に近い形で児童の興味・関心をもたせ、それが持続す

るように工夫するのが、教師の力量である。各学校の置かれた状況で、どのようにし

たら児童のためになる授業ができるかを思い、検討することは、その時々の自分にあ

った商品を選ぶ消費者教育と同じ視点が求められよう。 
最後に、今回の社会見学を活用した消費者教育の実践にあたっては、小野小学校の

関係者はもとより、県の消費者行政、山口県地域消費者団体連絡協議会、山口県酪農

農業協同組合等の関係団体、地元の企業・事業者の協力があって実現できたものであ

り、関係者の御協力と企画調整を図った県消費生活センター担当者の御尽力に感謝申

し上げたい。 
 

 

 

 

 

 

29



社会見学を活用した消費者教育の実践事例② 

◇ 社会見学の内容（宇部市立小野小学校）                                          
 
１ 社会見学のねらい 

○ 牛乳がどのように製品化され、学校やスーパーなどに届けられるのかを実際に見学す

ることにより、生産者の願いや努力、地産地消の大切さ、販売店の工夫や努力を学ぶ。 
 

２ 社会見学の展開 

 

視 点  場 所  活 動 

○牛乳の製造過程での
工夫や企業の考え方を
学ぶ 
 
 
 
 
 
 
 
○消費者のニーズに応
えて売り上げを上げる
ために、お店の人がど
のような工夫をしてい
るのかを学ぶ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地産地消のよいとこ
ろを学ぶ 
 
 
 
 
 
 
○生乳を搾る過程、命
の大切さを学ぶ 
 
 
 
 

○西本牧場 
（牛乳工場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
○サンリブ阿知須店 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○道の駅きららあじす 
 
 
 
 
 
 
 
○まつなが牧場 
 
 
 
 
 

○工場・商品の概要説
明、牛乳の製造ラインな
どを見学 
 
 
 
 
 
 
 
○売場の概要説明、バッ
クヤード、生鮮食品コー
ナー、牛乳コーナー、商
品の品質管理などにつ
いて見学 
○児童が社会見学の昼
食用に牛乳を購入 
 
 
 
 
 
 
 
○直売所を見学 
 
 
 
 
 
 
 
○牧場の概要、生乳を絞
る過程、乳牛の飼育状況
などを見学 
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１ 消費者教育・啓発用教材の貸出について                

 

県消費生活センターでは、消費者教育・啓発用教材（「ＤＶＤ」、「イラス

トデータ」、「パネル」など）を「消費者教育・啓発用教材分類一覧表（若

年者用抜粋）」（３９ページから掲載）のとおり整備し、希望者に無料で貸

し出しを行っていますので、ぜひ御活用ください。 
なお、貸出手続きは下記のとおりです。御不明な点は、県消費生活セン

ター消費者教育・相談班（TEL 083－924－2421）にお問合わせください。 
 

【貸出手続】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

① 
教材貸出

申込 

●「消費者教育・啓発用教材分類一覧表（若年者用抜粋）」や

県消費生活センターホームページに掲載されている教材の貸

出を希望される場合は、「消費者教育・啓発用教材貸出申込書」

（３６ページに掲載）に必要事項を記入の上、県消費生活セン

ターにＦＡＸ又はメール等で申し込んでください。 
●貸出の申し込みは、貸出を希望する日の３カ月前から受け付

けます。 
●一度に貸し出せる教材の本数は３本までとなります。 

②③ 
教材貸出

教材返却 

●教材貸出及び返却は、以下のいずれかの方法で行います。 
1) 県消費生活センターで直接受け取り及び返却を行う。 
2) 逓送を利用して、受け取り及び返却を行う。 
3) 借用者（学校等）の負担により業者等に運搬を依頼（宅

配便等）し、受け取り及び返却を行う。なお、学校関係

者の場合、受け取りに要する費用のみ、県消費生活セン

ターが負担します。 
●教材の貸出期間は、原則として１カ月以内となります。 

 ※貸出手続きの詳細は、別添「消費者教育・啓発用教材貸出要領」を御確認ください。 

学
校
等 

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

①教材貸出申込 

②教材貸出 

③教材返却 
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消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 貸 出 要 領  

 

１  目 的  

こ の 要 領 は 、消 費 者 被 害 の 未 然 防 止 、消 費 者 教 育 の た め の 出 前 講

座 、講 演 会 、研 修 等 の 充 実 を 促 進 す る た め 、県 消 費 生 活 セ ン タ ー が

保 有 す る 消 費 者 教 育 、啓 発 用 教 材 の 貸 し 出 し に つ い て 、必 要 な 事 項

を 定 め る 。  

 

２  貸 出 物 品  

消 費 生 活 に 関 す る 「 DVD」、「 パ ネ ル 」、「 消 費 者 啓 発 活 動 プ ロ グ ラ

ム 」、 タ ブ レ ッ ト 型 端 末 及 び そ の 付 属 品 （ 以 下 「 タ ブ レ ッ ト 型 端 末

等 」 と い う 。）、 そ の 他 （ ゲ ー ム 等 ） と す る 。  

 

３  貸 出 対 象  

消 費 者 被 害 の 未 然 防 止 、 消 費 者 教 育 等 の 目 的 で 利 用 す る も の 。  

た だ し 、タ ブ レ ッ ト 型 端 末 等 に つ い て は 、直 接 貸 し 出 す の は 市 町

消 費 生 活 セ ン タ ー に 限 り 、 他 の 団 体 か ら 貸 出 希 望 が あ っ た 場 合 は 、

当 セ ン タ ー 職 員 が 持 参 す る 。  

 

４  貸 出 方 法  

(1) 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 の 貸 し 出 し を 希 望 す る も の （ 以 下 「 借

用 者 」と い う 。）は 、貸 出 申 込 書（ 様 式 ）を 県 消 費 生 活 セ ン タ ー に

提 出 す る も の と す る 。  

(2) 貸 出 の 予 約 に つ い て は 、 貸 出 を 希 望 す る 日 か ら ３ か 月 前 か ら 受

け 付 け る も の と す る 。  

(3) 県 消 費 生 活 セ ン タ ー は 、 前 項 に よ る 申 請 が 適 当 と 認 め ら れ る と

き は 、 借 用 者 に 対 し 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 を 貸 し 出 す も の と す

る 。  

貸 出 本 数 は 原 則 と し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ は ３ 本 ま で 、 タ ブ レ ッ ト 型 端 末

等 は ５ 機 ま で と す る 。  

な お 、 タ ブ レ ッ ト 型 端 末 等 に つ い て は 、 貸 出 一 覧 表 に よ り 管 理

す る も の と す る 。  

   ま た 、 同 一 時 期 に 複 数 の 申 請 が あ っ た 場 合 は 、 先 着 順 と す る 。  

(4) 借 用 者 へ の 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 の 貸 出 は 、 原 則 と し て 次 に

掲 げ る 方 法 に よ り 行 う 。  

ア  借 用 者 が 県 消 費 生 活 セ ン タ ー か ら 直 接 受 け 取 り 、 直 接 返 却 を

行 う 。  

イ  逓 送 を 利 用 し て 受 け 取 り 及 び 返 却 を 行 う 。  

ウ  借 用 者 の 費 用 負 担 に よ り 業 者 等 に 運 搬 を 依 頼 し 、 受 け 取 り 及

び 返 却 を 行 う 。 た だ し 、 借 用 者 が 学 校 関 係 者 （ 学 校 教 育 法 第 一

条 に 規 定 す る 学 校 等 ） の 場 合 、 借 用 者 の 受 け 取 り に 要 す る 運 搬

費 用 の み 県 消 費 生 活 セ ン タ ー が 負 担 す る 。  

(5) 借 用 者 は 、 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 を 返 却 す る 際 は 、 使 用 状 況

を 記 入 の 上 、 県 消 費 生 活 セ ン タ ー へ 提 出 す る も の と す る 。  
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５  貸 出 期 間  

貸 出 期 間 は 、 原 則 と し て １ か 月 以 内 と す る 。  

た だ し 、 県 消 費 生 活 セ ン タ ー が 認 め た 場 合 は こ の 限 り で は な い 。 

 

６  貸 出 料 金  

無 料 と す る 。  

 

７  損 害 賠 償  

(1) 借 用 者 の 故 意 又 は 過 失 に よ り 、消 費 者 教 育・啓 発 用 教 材 を 滅 失 、

損 傷 そ の 他 の 損 害 が 発 生 し た 場 合 に は 、 現 物 又 は 実 費 を も っ て 賠

償 さ せ る 場 合 が あ る 。  

(2) 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 を 利 用 し て の 事 故 及 び 第 三 者 に 対 し て

損 害 ま た は 損 失 を 与 え た 場 合 で も 、 県 消 費 生 活 セ ン タ ー は 、 損 害

賠 償 、損 失 補 償 そ の 他 の 法 律 上 の 責 任 を 一 切 負 わ な い も の と す る 。 

 

８  留 意 事 項  

(1) 借 用 者 は 、 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 を 使 用 し て 営 利 目 的 の 活 動

を 行 っ て は な ら な い 。  

(2) 借 用 者 は 、 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 を 個 人 的 に 使 用 し て は な ら

な い 。  

(3) 借 用 者 は 、 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 を 第 三 者 に 転 貸 し て は な ら

な い 。  

(4) 借 用 者 は 、 消 費 者 教 育 ・ 啓 発 用 教 材 の 紛 失 、 盗 難 の な い よ う 万

全 を 期 さ な け れ ば な ら な い 。  

(5) 県 消 費 生 活 セ ン タ ー は 、 借 用 者 が （ １ ） ～ （ ４ ） の 事 項 に 違 反

し 、か つ 是 正 さ れ る 見 込 み が な い と 認 め る と き は 、使 用 を 禁 止 し 、

貸 出 し を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

(6) そ の 他 こ の 要 領 に 定 め の な い 事 項 は 、 借 用 者 と 県 消 費 生 活 セ ン

タ ー が 協 議 し て 決 定 す る 。  

 

附 則  

  こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  な お 、施 行 日 前 の 借 用 の 申 し 出 に つ い て も 、こ の 要 領 を 準 用 す る 。  

附 則  

  こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ９ 年 １ 月 ２ ０ 日 か ら 施 行 す る 。  

  な お 、施 行 日 前 の 借 用 の 申 し 出 に つ い て も 、こ の 要 領 を 準 用 す る 。  

附 則  

  こ の 要 領 は 、 平 成 ３ ０ 年 １ 月 ４ 日 か ら 施 行 す る 。  

  な お 、施 行 日 前 の 借 用 の 申 し 出 に つ い て も 、こ の 要 領 を 準 用 す る 。  
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(様式）

山口県消費生活センター所長　　様

※教材の貸出方法については、裏面をご確認ください。

参 加 者 名 年代(　　　　　　　才代)

印

※実施状況については、裏面にもご記入いただけます。
※使用にあたっては、裏面の留意事項を守ったうえで使用してください。

返 却 確 認 日 月 日 ( ) 確認者

使 用 後 の 気 付 き
感 想 ・ 改 善 点 等

担 当 者 氏 名

担 当 者 連 絡 先

住　所　〒

電　話　番　号　　　（　　　　　　　　）　　　　　  　　　　－　　　　　　

※以下は教材使用後に記入し、返却時にご提出ください。返却確認日は無記入でお願い致します。

実　施　状　況

使 用 日 平成　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日　（　　　　　）

使 用 会 場

講          座

内 容

使 用 目 的
（ 行 事 名 等 ）

平成　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

　　申込者
(使用責任者)

消費者教育・啓発用教材貸出申込書

下記の消費者教育・啓発用教材の貸し出しを申し込みます。

記

教 材 名

　ＤＶＤ　　・　　パネル　　・　　委託事業プログラム　　・　　その他

　　※○で囲む

貸 出 期 間 平 成 年 月 日 ( ) ～ 平 成 年 月 日 ( )

※分類・番号・タイトルを記入
（ＤＶＤについては原則として３本、タブレット型端末は５機までと限らせていただきます。）
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参 加 者 名 年代(　　　　　　　才代)

印

● 貸出方法

（１）　借用者が県消費生活センターから直接受け取り、直接返却を行う。

（２）　逓送を利用して受け取り及び返却を行う。

（３）　借用者の費用負担により業者等に運搬を依頼し、受け取り及び返却を行う。ただし、借用

　　者が学校関係者（学校教育法第一条に規定する学校等）の場合、借用者の受け取りに要す

　　る運搬費用のみ県消費生活センターが負担する。

● 使用上の留意事項

（１）　借用者は、消費者教育・啓発用教材を使用して営利目的の活動を行ってはならない。

（２）　借用者は、消費者教育・啓発用教材を個人的に使用してはならない。

（３）　借用者は、消費者教育・啓発用教材を第三者に転貸してはならない。

（４）　借用者は、消費者教育・啓発用教材の紛失、盗難のないよう万全を期さなければならない。

（５）　県消費生活センターは、借用者が（１）～（４）の事項に違反し、かつ是正される見込みが

　　ないと認めるときは、使用を禁止し、貸出しを取り消すことができる。

消費者教育・啓発用教材の貸出に関わる留意事項

確認者

使 用 会 場

講          座

内 容

返 却 確 認 日 月 日 ( )

使 用 後 の 気 付 き
感 想 ・ 改 善 点 等

実　施　状　況

使 用 日 平成　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日　（　　　　　）

37



38



分類 頁

A ＤＶＤ （消費者トラブル） 40

B ＤＶＤ （食生活） 45

C ＤＶＤ （住まい　ほか） 46

D ＤＶＤ （契約・クレジット・金融・法律） 47

E ＤＶＤ （製品事故） 48

F ＤＶＤ （環境・衛生・その他） 49

H CD-ROM （イラスト等・書籍） 50

S その他 （ゲーム等） 51

T 53

２　消費者教育・啓発用教材分類一覧表（若年者用抜粋）

TEL　083-924-2421

内容

H30.1.31 現在

消費者啓発活動プログラム(地消連委託事業)

山口県消費生活センター
消費者教育・相談班
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A
 
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

N
o

企
　

画
　

会
　
社

時
間

字
幕

対
象

者
制

作
年

N
T
T
ド
コ

モ
1
0
0
分

無
一

般
2
0
0
9

【
内

容
】

小
・
中

・
高

校
生

、
教

員
、

保
護

者
向

け
の

３
編

に
わ

か
れ

、
携

帯
電

話
の

ト
ラ

ブ
ル

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
若

年
者

ネ
ッ

ト
の

ト
ラ

ブ
ル

、
ブ

ル
ブ

ル
東

京
都

消
費

生
活

総
合

セ
ン

タ
ー

1
9
分

有
若

年
者

2
0
0
8

【
内

容
】

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
便

性
と

危
険

性
に

つ
い

て
ア

ニ
メ

を
通

し
て

解
説

し
ま

す
。

今
後

ネ
ッ

ト
利

用
の

高
く
な

る
中

学
生

へ
の

啓
発

、
教

育
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
・
携

帯
電

話
編

　
　

・
ネ

ッ
ト
対

応
型

携
帯

ゲ
ー

ム
機

編
　
　

・
ネ

ッ
ト
オ

ー
ク

シ
ョ
ン

編
中

学
生

断
る

チ
カ

ラ
の

磨
き

方
東

京
都

消
費

生
活

総
合

セ
ン

タ
ー

2
1
分

有
若

年
者

2
0
0
9

【
内

容
】

巧
妙

化
す

る
悪

質
商

法
は

ど
の

よ
う

な
被

害
者

心
理

を
利

用
す

る
の

か
に

つ
い

て
ド
ラ

マ
仕

立
て

で
解

説
し

ま
す

。
1
　

架
空

請
求

　
　
2
　

キ
ャ

ッ
チ

セ
ー

ル
ス

　
　

3
　

マ
ル

チ
商

法
　

　
4
　

デ
ー

ト
商

法
障

が
い

者

宮
城

県
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
2
4
分

無
若

年
者

2
0
1
0

【
内

容
】

若
者

が
消

費
者

被
害

や
多

重
債

務
な

ど
に

陥
る

こ
と

を
防

ぐ
た

め
、

消
費

生
活

に
関

す
る

正
し

い
知

識
を

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
で

学
び

ま
す

。
１
　

契
約

っ
て

な
ー

に
？

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

２
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

落
と

し
穴

!?
３
　

知
っ

て
お

こ
う

「
ク

レ
ジ

ッ
ト
」
　

　
　
　

　
　
 ４

　
「
多

重
債

務
」
っ

て
な

に
?

財
団

法
人

　
警

察
協

会
2
6
分

無
一

般
2
0
0
8

【
内

容
】

平
成

2
0
年

度
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
D
V
D
。

誰
で

も
簡

単
に

利
用

で
き

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
の

中
に

潜
む

危
険

に
つ

い
て

ド
ラ

マ
仕

立
て

で
解

説
し

ま
す

。
中

学
生

の
主

人
公

が
「
メ

ー
ル

」
や

「
プ

ロ
フ

」
の

中
に

潜
む

「
学

校
裏

サ
イ

ト
」
や

「
誹

謗
・
中

傷
」
、

ま
た

楽
し

い
「
オ

ン
ラ

イ
ン

ゲ
ー

ム
ゲ

ー
ム

」
で

狙
わ

れ
る

「
ID

・
パ

ス
ワ

ー
ド
」
な

ど
、

サ
イ

バ
ー

犯
罪

に
つ

い
て

紹
介

、
対

処
法

の
解

説
も

あ
り
ま

す
。

若
年

者

消
費

者
庁

2
2
分

無
若

年
者

2
0
1
1

【
内

容
】

消
費

者
教

育
に

お
け

る
「
生

き
る

力
」
で

あ
る

゛
消

費
者

セ
ン

ス
”
に

つ
い

て
学

び
、
主

体
的

な
判

断
力

、
行

動
力

、
解

決
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
A
：
携

帯
電

話
の

落
と

し
穴

（
携

帯
電

話
で

無
料

サ
イ

ト
を

ク
リ
ッ

ク
し

た
ら

、
い

つ
の

間
に

か
多

額
の

請
求

が
･･

）
B
：
商

品
を

購
入

す
る

時
に

は
（
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾈ

ｯ
ﾄで

は
実

物
を

見
て

買
う

こ
と

が
で

き
な

い
。

ど
ん

な
点

に
気

を
つ

け
れ

ば
い

い
の

だ
ろ

う
･･

）
　

　
※

消
費

者
教

育
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト
で

視
聴

可
能

※
内

容
に

そ
く
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
教

師
用

解
説

書
、

印
刷

用
デ

ー
タ

・
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ

ー
タ

Ｃ
Ｄ

有
り

し
ま

っ
た

！
こ

ま
っ

た
！

だ
ま

さ
れ

た
！

？
2
5
分

有
若

年
者

2
0
1
0

【
内

容
】

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

を
通

じ
て

高
校

生
か

ら
新

社
会

人
の

若
者

向
け

に
、

実
際

に
あ

り
そ

う
な

事
例

を
踏

ま
え

て
、

契
約

ト
ラ

ブ
ル

の
回

避
方

法
や

対
処

方
法

に
つ

い
て

解
説

し
て

い
ま

す
。

・
ネ

ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル

編
　
　

・
マ

ル
チ

商
法

編

1
8
分

無
若

年
者

2
0
1
1

【
内

容
】

若
者

が
巻

き
込

ま
れ

や
す

い
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
・
ネ

ッ
ト
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
の

落
と

し
穴

　
　

・
お

し
ゃ

れ
の

リ
ス

ク
　

　
・
も

う
け

話
に

ご
用

心
東

映
株

式
会

社
教

育
映

像
部

1
6
分

無
若

年
者

2
0
1
2

【
内

容
】

「
買

い
物

」
と

い
う

中
学

生
に

と
っ

て
身

近
な

消
費

行
動

を
通

し
て

、
消

費
者

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
、

契
約

な
ど

消
費

の
基

礎
知

識
や

権
利

と
責

任
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

東
映

株
式

会
社

教
育

映
像

部
2
3
分

無
若

年
者

2
0
1
1

【
内

容
】

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ト
ラ

ブ
ル

を
防

ぎ
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

有
効

活
用

し
て

い
く
た

め
の

ヒ
ン

ト
を

提
供

し
ま

す
。

ネ
ッ

ト
世

界
の

歩
き

方
神

奈
川

県
消

費
生

活
課

1
7
分

有
若

年
者

2
0
1
1

【
内

容
】

子
ど

も
た

ち
の

ト
ラ

ブ
ル

を
防

ぐ
力

を
育

む
と

と
も

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
世

界
と

上
手

に
つ

き
あ

う
た

め
の

ポ
イ

ン
ト
に

つ
い

て
解

説
し

ま
す

。
（
若

者
向

け
・
教

員
・
保

護
者

向
け

、
学

習
用

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
ス

ラ
イ

ド
あ

り
）

※
神

奈
川

県
サ

イ
ト
で

視
聴

可
能

　
1
　

「
無

料
着

う
た

」
の

ワ
ナ

　
　

　
　

　
　
2
　

「
無

料
オ

ン
ラ

イ
ン

ゲ
ー

ム
」
の

落
と

し
穴

1
8
分

教
員

社
団

法
人

　
全

国
消

費
生

活
相

談
員

協
会

1
1

財
団

法
人

　
消

費
者

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

2
0

も
し

あ
な

た
が

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

に
あ

っ
た

ら
・
・
・

ネ
ッ

ト
と

上
手

に
つ

き
合

お
う

！
　

　
ケ

ー
タ

イ
ト
ラ

ブ
ル

か
ら

身
を

守
る

1
5

ケ
ー

タ
イ

安
全

教
室

1
7

1
2

題
　

　
　
　

名

5 1
8

『
知

っ
て

お
こ

う
!こ

れ
だ

け
は

』

ア
ク

セ
ス

の
代

償
～

あ
な

た
の

知
ら

な
い

ネ
ッ

ト
の

裏
側

～

消
費

者
セ

ン
ス

を
身

に
つ

け
よ

う

1
3

中
学

生
も

消
費

者
で

す
　

　
契

約
ト
ラ

ブ
ル

や
権

利
と

責
任

を
学

ぶ
2
3

2
4

2
6
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A
 
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

N
o

企
　

画
　

会
　
社

時
間

字
幕

対
象

者
制

作
年

題
　

　
　
　

名

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

危
な

い
世

界
神

奈
川

県
消

費
生

活
課

4
5
分

有
若

年
者

2
0
1
2

【
内

容
】

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

に
よ

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル

の
疑

似
体

験
を

通
し

て
、

ト
ラ

ブ
ル

の
原

因
や

防
止

策
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

：
日

本
語

の
他

、
英

語
・
中

国
語

・
ハ

ン
グ

ル
字

幕
設

定
あ

り
※

神
奈

川
県

サ
イ

ト
で

視
聴

可
能

は
し

の
え

み
の

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

予
防

ク
リ
ニ

ッ
ク

鹿
児

島
県

8
0
分

有
一

般
2
0
1
2

【
内

容
】

　
1
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

の
被

害
者

に
な

ら
な

い
た

め
の

対
処

法
を

学
び

ま
す

。
　

・
点

検
商

法
　

　
・
次

々
販

売
　

　
・
出

会
い

系
サ

イ
ト
ト
ラ

ブ
ル

　
　

・
ク

レ
ジ

ッ
ト
カ

ー
ド
ト
ラ

ブ
ル

（
名

義
貸

し
）

　
・
訪

問
買

い
取

り
ト
ラ

ブ
ル

　
　

・
利

殖
商

法
（
啓

発
落

語
）

（
一

部
）

山
口

県
警

察
本

部
3
5
分

無
若

年
者

2
0
1
1

【
内

容
】

・
私

は
許

さ
な

い
！

～
あ

な
た

の
情

報
を

求
め

て
い

ま
す

～
振

り
込

め
詐

欺
は

卑
劣

な
犯

罪
/
犯

人
像

は
?
/
新

た
な

被
害

を
防

ぎ
犯

人
検

挙
の

た
め

に
必

要
な

情
報

/
情

報
提

供
す

る
方

法
は

?
/
振

り
込

め
詐

欺
の

推
移

/
警

察
か

ら
の

お
願

い
・
抵

抗
力

強
化

映
像

集
～

手
口

を
知

れ
ば

見
え

て
く
る

。
電

話
先

の
詐

欺
犯

人
～

オ
レ

オ
レ

詐
欺

/
架

空
請

求
詐

欺
/
還

付
金

詐
欺

/
融

資
保

証
金

詐
欺

警
察

庁
監

修
。

２
枚

組
Ｄ

Ｖ
Ｄ

1
9
分

N
P
O
法

人
企

業
教

育
研

究
会

(A
C
E
)

2
1
分

無
若

年
者

2
0
0
8

【
内

容
】

D
V
D
 付

き
指

導
案

冊
子

。
D
V
D
は

N
H
K
教

育
テ

レ
ビ

放
送

「
ケ

ー
タ

イ
社

会
の

落
と

し
穴

」
よ

り
第

１
話

『
メ

ー
ル

と
依

存
症

』
、

「
ブ

ロ
グ

社
会

の
落

と
し

穴
」
よ

り
第

１
話

『
ブ

ロ
グ

と
個

人
情

報
』
収

録
。

こ
の

映
像

教
材

を
も

と
に

問
題

提
起

し
、

子
ど

も
が

主
体

的
に

考
え

、
話

し
合

う
形

式
の

授
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

「
考

え
よ

う
、

ケ
ー

タ
イ

」
H
P
か

ら
資

料
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
等

が
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
。

1
、

人
間

関
係

編
→

主
人

公
の

ま
や

は
、

友
達

か
ら

届
く
メ

ー
ル

に
す

ぐ
に

返
答

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

思
い

込
ん

で
い

る
中

学
生

の
女

の
子

。
友

人
か

ら
の

返
事

が
な

か
な

か
こ

な
い

事
に

い
ら

つ
い

た
り
、

食
事

の
時

も
ケ

ー
タ

イ
が

手
放

せ
な

く
な

っ
た

り
し

て
、

生
活

の
リ
ズ

ム
が

「
ケ

ー
タ

イ
」
中

心
に

な
っ

て
し

ま
う

。
2
、

情
報

発
信

編
→

友
達

の
勧

め
で

ブ
ロ

グ
を

立
ち

上
げ

た
あ

り
さ

。
次

第
に

自
分

の
日

常
を

ブ
ロ

グ
で

発
信

す
る

こ
と

に
夢

中
に

な
っ

て
い

く
。

そ
の

あ
り
さ

に
好

意
を

寄
せ

る
静

夫
が

、
彼

女
の

ブ
ロ

グ
を

突
き

止
め

、
そ

こ
か

ら
あ

り
さ

の
情

報
を

得
る

よ
う

に
な

る
。

ほ
か

に
も

あ
り
さ

の
ブ

ロ
グ

を
見

つ
め

る
も

う
一

人
の

怪
し

い
男

が
…

。

各
1
1
分

一
般

教
職

員

N
P
O
法

人
企

業
教

育
研

究
会

(A
C
E
)

2
8
分

無
若

年
者

2
0
1
0

【
内

容
】

D
V
D
付

き
指

導
案

冊
子

。
D
V
D
は

N
H
K
教

育
テ

レ
ビ

「
ケ

ー
タ

イ
親

子
の

道
し

る
べ

」
よ

り
第

１
話

『
わ

が
家

の
ル

ー
ル

』
第

２
話

『
家

族
の

キ
ズ

ナ
』
収

録
。

こ
の

映
像

教
材

を
も

と
に

問
題

提
起

し
、

参
加

者
同

士
で

考
え

、
話

し
合

う
形

式
の

授
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

「
考

え
よ

う
、

ケ
ー

タ
イ

」
H
P
か

ら
資

料
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
等

が
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
。

1
、

ル
ー

ル
作

り
編

→
す

で
に

携
帯

電
話

を
持

っ
て

る
高

校
生

の
兄

、
中

学
生

に
な

っ
た

ば
か

り
で

携
帯

電
話

が
欲

し
い

妹
、

父
母

も
一

緒
に

、
あ

る
家

族
が

携
帯

電
話

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
え

る
話

。
兄

の
失

敗
も

踏
ま

え
、

両
親

が
提

案
す

る
「
わ

が
家

の
ル

ー
ル

」
。

家
族

で
折

り
合

い
を

つ
け

な
が

ら
、

わ
が

家
の

ル
ー

ル
に

条
件

を
つ

け
て

、
そ

れ
ぞ

れ
が

納
得

の
い

く
日

常
と

は
。

2
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

編
→

中
学

３
年

生
の

女
の

子
、

キ
ャ

リ
ア

ウ
ー

マ
ン

の
母

親
、

単
身

赴
任

の
父

親
、

３
人

家
族

の
物

語
。

女
の

子
と

母
親

は
一

緒
に

暮
ら

し
て

い
る

が
、

ど
こ

か
す

れ
違

い
ぎ

み
。

女
の

子
は

友
人

関
係

の
ト
ラ

ブ
ル

で
悩

ん
で

い
る

こ
と

も
母

親
に

言
え

ず
じ

ま
い

。
そ

ん
な

中
、

担
任

の
先

生
が

保
護

者
に

向
け

て
ク

ラ
ス

の
状

況
を

伝
え

る
メ

ル
マ

ガ
を

配
信

し
始

め
ま

す
。

メ
ル

マ
ガ

を
読

み
な

が
ら

担
任

に
「
学

校
で

何
か

変
わ

っ
た

こ
と

は
な

い
か

？
」
と

娘
に

つ
い

て
の

相
談

を
す

る
母

親
。

少
し

ず
つ

歩
み

始
め

る
親

子
。

ド
ラ

マ
を

通
し

て
メ

ー
ル

・
電

話
・
対

面
、

ど
の

状
況

で
ど

の
手

段
が

適
切

か
、

伝
え

方
を

考
え

て
い

き
ま

す
。

1
、
1
3
分

2
、
1
5
分

一
般

教
職

員

2
7

2
9

3
0

3
1

3
2

家
庭

・
学

校
 み

ん
な

で
考

え
よ

う
、
ケ

ー
タ

イ

「
振

り
込

め
詐

欺
」

考
え

よ
う

、
ケ

ー
タ

イ
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A
 
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

N
o

企
　

画
　

会
　
社

時
間

字
幕

対
象

者
制

作
年

題
　

　
　
　

名

N
P
O
法

人
企

業
教

育
研

究
会

(A
C
E
)

1
0
分

無
若

年
者

2
0
1
2

【
内

容
】

D
V
D
付

き
指

導
案

冊
子

。
D
V
D
は

N
H
K
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ナ

ル
制

作
オ

リ
ジ

ナ
ル

ド
ラ

マ
教

材
収

録
。

控
え

め
な

性
格

の
優

花
、

恋
に

積
極

的
な

美
咲

、
お

姉
さ

ん
的

存
在

の
舞

が
織

り
な

す
現

実
と

S
N
S
の

世
界

の
お

話
。

児
童

・
生

徒
向

け
に

教
員

や
保

護
者

・
地

域
の

方
が

誰
で

も
簡

単
に

授
業

・
講

座
を

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

な
っ

て
お

り
、

「
考

え
よ

う
、

ケ
ー

タ
イ

」
H
P
か

ら
資

料
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
等

が
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
。

こ
の

教
材

を
使

用
し

た
授

業
・
講

座
の

内
容

を
教

員
研

修
会

な
ど

で
体

験
で

き
る

よ
う

全
国

に
講

師
を

無
料

派
遣

中
。

一
般

教
職

員

山
口

県
警

察
約

1
9
分

無
2
0
0
8

【
内

容
】

人
は

な
ぜ

騙
さ

れ
る

の
か

…
山

口
大

学
の

社
会

心
理

学
講

師
の

話
を

は
じ

め
、

実
際

に
「
オ

レ
オ

レ
詐

欺
」
や

「
還

付
金

詐
欺

」
を

体
験

し
た

方
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
そ

の
被

害
防

止
の

ポ
イ

ン
ト
、

最
後

に
騙

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
等

、
わ

か
り
や

す
い

内
容

で
す

。

三
重

県
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
2
9
分

無
高

齢
者

2
0
1
3

【
内

容
】

高
齢

者
の

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

の
特

徴
、

催
眠

商
法

、
点

検
商

法
、
次

々
販

売
、

利
殖

商
法

、
催

眠
商

法
の

事
例

に
沿

っ
て

、
三

重
県

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

の
対

応
を

紹
介

し
ま

す
。

な
な

の
消

費
生

活
も

の
が

た
り
　

ア
ニ

メ
で

見
る

悪
質

商
法

　
こ

ん
な

手
口

に
気

を
つ

け
て

！
愛

媛
県

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

３
３
分

無
若

年
者

2
0
1
3

【
内

容
】

若
者

が
被

害
に

あ
い

や
す

い
「
エ

ス
テ

ト
ラ

ブ
ル

」
「
マ

ル
チ

商
法

」
、

高
齢

者
が

被
害

に
あ

い
や

す
い

「
次

々
販

売
」
「
利

殖
商

法
」
４
つ

の
事

例
を

む
か

し
話

風
の

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

で
紹

介
し

ま
す

。
高

齢
者

消
費

者
の

権
利

と
責

任
静

岡
大

学
消

費
生

活
研

究
サ

ー
ク

ル
1
2
分

無
若

年
者

2
0
1
3

【
内

容
】

消
費

生
活

と
ト
ラ

ブ
ル

防
止

教
育

図
書

株
式

会
社

２
２
分

無
若

年
者

2
0
1
0

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
×

リ
ア

ル
　

よ
り
良

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
築

い
て

い
く
た

め
に

千
葉

県
県

民
生

活
課

8
8
分

有
若

年
者

2
0
1
3

【
内

容
】
　

授
業

・
講

演
で

使
用

す
る

教
材

と
し

て
、

全
1
0
テ

ー
マ

映
像

教
材

が
収

録
さ

れ
て

い
ま

す
。

各
テ

ー
マ

授
業

・
講

演
で

使
用

す
る

教
材

と
し

て
、

全
1
0
テ

ー
マ

映
像

教
材

が
収

録
さ

れ
て

い
ま

す
。

各
テ

ー
マ

ご
と

に
異

な
る

危
険

性
・
ト
ラ

ブ
ル

を
題

材
と

し
て

扱
い

、
街

頭
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

ま
と

め
を

含
む

4
～

1
2
分

程
度

の
構

成
で

す
。

１
．

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
×

メ
リ
ッ

ト
×

デ
メ

リ
ッ

ト
　

　
　
　

　
　
　

2
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
×

個
人

情
報

3
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
×

い
じ

め
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
 4

.イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
×

依
存

5
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
×

不
当

請
求

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
6
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
×

高
額

請
求

7
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
×

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
  

 8
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
×

情
報

収
集

×
情

報
発

信

9
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
×

ル
ー

ル
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

 1
0
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
と

上
手

に
付

き
合

う
為

に

※
千

葉
県

Ｈ
Ｐ

よ
り
関

連
資

料
が

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
で

き
ま

す
。

4
0

3
9

【
内

容
】

み
え

て
く
る

！
悪

質
商

法
の

手
口

　
～

狙
わ

れ
る

高
齢

者
～

3
5

消
費

者
の

基
本

的
権

利
・
消

費
者

の
責

任
に

つ
い

て
寸

劇
の

シ
ナ

リ
オ

を
使

用
し

考
え

ま
す

。
権

利
が

い
か

に
身

近
な

も
の

な
の

か
や

、
責

任
を

果
た

す
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

項
目

別
に

シ
ナ

リ
オ

・
指

導
方

法
・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
が

あ
り
ま

す
。

消
費

者
教

育
担

い
手

冊
子

と
し

て
活

用
で

き
ま

す
。

　
・
キ

ャ
ッ

チ
セ

ー
ル

ス
　

　
・
デ

ー
ト
商

法
　

　
・
未

公
開

株
　

　
・
出

会
い

系
サ

イ
ト

自
ら

判
断

し
行

動
で

き
る

自
立

し
た

「
賢

い
」
消

費
者

に
な

る
た

め
の

手
段

を
紹

介
し

ま
す

。
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
普

及
に

よ
る

消
費

生
活

の
変

化
・
ク

レ
ジ

ッ
ト
カ

ー
ド
の

仕
組

み
と

問
題

・
様

々
な

悪
質

商
法

（
デ

ー
ト
商

法
　

マ
ル

チ
商

法
）

・
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

に
あ

っ
て

し
ま

っ
た

ら
（
ク

ー
リ
ン

グ
オ

フ
　
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
）

3
6

3
8

3
3

3
4

山
口

県
警

　
人

は
な

ぜ
騙

さ
れ

る
の

か
～

多
発

す
る

振
り
込

め
詐

欺
～

考
え

よ
う

、
ケ

ー
タ

イ
・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン
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A
 
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

N
o

企
　

画
　

会
　
社

時
間

字
幕

対
象

者
制

作
年

題
　

　
　
　

名

こ
ち

ら
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
特

相
係

兵
庫

県
消

費
生

活
課

4
3
分

無
若

年
者

2
0
1
4

【
内

容
】

３
話

構
成

「
ク

リ
ッ

ク
は

慎
重

に
」
「
気

づ
け

ば
借

金
地

獄
」
「
楽

に
儲

か
る

っ
て

ほ
ん

ま
な

ん
？

」

・
ワ

ン
ク

リ
ッ

ク
請

求
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

、
出

会
い

系
サ

イ
ト
、

ネ
ッ

ト
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
、

高
校

生
の

拓
磨

と

　
舞

が
様

々
な

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ト
ラ

ブ
ル

に
巻

き
込

ま
れ

・
・
・

・
就

職
し

た
舞

は
ク

レ
ジ

ッ
ト
カ

ー
ド
で

買
い

物
三

昧
。

友
達

の
連

帯
保

証
人

に
も

な
っ

た
こ

と
か

ら
借

金
の

　
返

済
に

追
わ

れ
る

こ
と

に
・
・
・

・
大

学
生

に
な

っ
た

拓
磨

は
、

軽
い

気
持

ち
で

友
達

の
バ

イ
ト
先

へ
。

　
ゼ

ッ
タ

イ
に

損
は

し
な

い
と

、
能

力
開

発
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

の
購

入
を

勧
め

ら
れ

・
・
・

正
し

く
使

お
う

！
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
　

事
例

に
学

ぶ
情

報
モ

ラ
ル

グ
リ
ー

株
式

会
社

無
若

年
者

2
0
1
4

【
内

容
】

近
年

ブ
ロ

グ
や

ツ
イ

ッ
タ

ー
で

起
こ

る
「
炎

上
」
。

な
ぜ

炎
上

ば
起

こ
る

の
か

、
そ

の
炎

上
に

よ
り
ど

う
い

っ
た

状
況

が
う

ま
れ

る
の

か
、

事
例

を
も

と
に

紹
介

。
情

報
モ

ラ
ル

チ
ェ

ッ
ク

（
Ｙ

o
rＮ

)も
添

付
。

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

惨
英

傑
？

　
若

者
向

け
消

費
者

被
害

防
止

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

名
古

屋
市

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

約
2
6
分

有
若

年
者

2
0
1
4

【
内

容
】
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
を

介
し

て
若

者
を

狙
う

悪
質

商
法

が
多

発
！

　
名

古
屋

お
も

て
な

し
武

将
隊

の
織

田
信

長
・
豊

臣
秀

吉
・
徳

川
家

康
が

「
若

者
を

狙
う

悪
質

商
法

は
ゆ

る
し

ま
戦

！
」
を

合
言

葉
に

３
つ

の
代

表
的

な
事

例
と

そ
の

対
応

策
を

解
説

。

第
１
章

/
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
通

販
(0

7
:3

1
)

第
２
章

/
ワ

ン
ク

リ
ッ

ク
請

求
(0

8
:4

9
)

第
３
章

/
悪

質
な

マ
ル

チ
商

法
(0

8
:5

7
)

N
O
 M

O
R
E
 消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

約
2
分

無
若

年
者

2
0
1
4

【
内

容
】

身
近

な
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

に
つ

い
て

、
ス

チ
ャ

ダ
ラ

パ
ー

の
体

験
談

を
ま

じ
え

な
が

ら
紹

介
し

て
い

ま
す

。
岡

山
市

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

を
テ

ー
マ

に
し

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

ソ
ン

グ
で

す
。

み
ん

な
で

考
え

よ
う

！
中

学
生

の
消

費

【
内

容
】

平
成

2
0
年

3
月

告
示

の
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
、

中
学

校
技

術
・
家

庭
科

（
家

庭
分

野
）
に

お
け

る
〈
身

近
な

消
費

広
島

県
環

境
県

民
局

消
費

生
活

課
4
5
分

有
若

年
者

2
0
1
6

生
活

と
環

境
〉
の

内
容

を
ス

タ
ジ

オ
ト
ー

ク
形

式
で

わ
か

り
や

す
く
解

説
し

た
教

材
。

解
説

書
・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
有

り
。

チ
ャ

プ
タ

ー
１

　
販

売
方

法
と

支
払

方
法

（
7
分

3
5
秒

) 
→

　
「
契

約
」
や

販
売

・
支

払
方

法
の

特
徴

に
つ

い
て

チ
ャ

プ
タ

ー
２

　
適

切
な

情
報

＆
適

切
な

選
択

（
4
分

5
5
秒

)　
→

　
ニ

ー
ズ

と
ウ

ォ
ン

ツ
、

消
費

者
市

民
に

つ
い

て

チ
ャ

プ
タ

ー
３

　
マ

ー
ク

・
表

示
と

環
境

配
慮

(6
分

4
9
秒

)　
→

　
さ

ま
ざ

ま
な

マ
ー

ク
や

表
示

に
つ

い
て

チ
ャ

プ
タ

ー
４

　
消

費
者

の
権

利
と

責
任

(5
分

2
9
秒

)　
→

　
８
つ

の
権

利
と

５
つ

の
責

任
に

つ
い

て

チ
ャ

プ
タ

ー
５

　
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

と
解

決
法

(9
分

1
9
秒

)　
→

　
様

々
な

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

の
具

体
例

に
つ

い
て

チ
ャ

プ
タ

ー
６

　
消

費
者

を
守

る
し

く
み

と
行

動
(1

1
分

1
5
秒

）
　

→
　

ク
ー

リ
ン

グ
・
オ

フ
制

度
等

や
相

談
機

関
の

紹
介

知
り
・
考

え
る

　
消

費
者

市
民

社
会

【
内

容
】

社
会

と
い

う
大

き
な

視
点

を
持

っ
て

行
動

で
き

る
「
消

費
者

市
民

」
に

な
る

に
は

、
日

常
生

活
で

ど
の

よ
う

な
点

に
気

を
静

岡
県

く
ら

し
・
環

境
部

県
民

生
活

課
約

2
0
分

無
一

般
2
0
1
5

つ
け

れ
ば

い
い

の
か

、
フ

ク
ロ

ウ
の

イ
メ

ー
ジ

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

と
一

緒
に

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

で
わ

か
り
や

す
く
学

習
で

き
る

教
材

。
若

年
者

１
章

　
消

費
と

社
会

(約
4
分

)

２
章

　
消

費
の

社
会

的
意

味
(約

5
分

)

３
章

　
大

き
な

力
を

待
つ

消
費

者
の

選
択

(約
3
分

)

４
章

　
消

費
者

の
権

利
と

責
任

(約
3
分

)

５
章

　
消

費
者

市
民

社
会

を
目

指
し

て
(約

3
分

)

4
1

5
1

5
0

4
9

4
5

4
7
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A
 
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

N
o

企
　

画
　

会
　
社

時
間

字
幕

対
象

者
制

作
年

題
　

　
　
　

名
み

ん
な

で
考

え
よ

う
、
ケ

ー
タ

イ
・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

株
式

会
社

約
3
7
分

無
一

般
【
内

容
】

小
中

高
生

や
そ

の
家

族
を

通
じ

て
、

携
帯

電
話

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
在

り
方

を
考

え
る

D
V
D
。

ス
ト
ー

リ
ー

仕
立

て
で

若
年

者
2
0
1
6

ど
の

世
代

で
も

見
や

す
く
分

か
り
や

す
い

で
す

。
D
V
D
に

関
連

す
る

指
導

案
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
、

配
布

資
料

等
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
サ

イ
ト
有

り
。

チ
ャ

プ
タ

ー
１

　
学

校
で

考
え

よ
う

 ス
マ

ホ
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

(1
1
分

4
4
秒

)
　
　
　
　
　
　
　
　
→

演
劇

部
の

男
女

仲
良

し
５
人

組
は

「
リ
ン

ク
」
と

い
う
ア

プ
リ
で

学
校

外
で

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 あ

る
日

、
公

演
の

キ
ャ

ス
ト
に

思
い

が
け

な
い

配
役

が
発

表
さ

れ
、
そ

こ
か

ら
少

し
ず

つ
関

係
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 亀

裂
が

生
じ

て
し

ま
い

…
チ

ャ
プ

タ
ー

２
　

地
域

で
考

え
よ

う
 ス

マ
ホ

利
用

の
危

機
管

理
(1

2
分

3
8
秒

)
　
　
　
　
　
　
　
　
→

学
校

で
は

内
気

で
友

達
の

い
な

い
女

の
子

が
、
S
N
S
を

通
じ

て
友

達
を

作
る

話
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

し
か

し
仲

良
く
な

っ
た

の
も

つ
か

の
間

、
そ

の
友

達
か

ら
「
あ

な
た

の
ID

を
教

え
て

」
と

言
わ

れ
て

し
ま

い
…

チ
ャ

プ
タ

ー
３

　
家

庭
で

考
え

よ
う

ス
マ

ホ
の

ル
ー

ル
(1

2
分

1
1
秒

)
　
　
　
　
　
　
　
　
→

ス
マ

ホ
を

買
っ

て
も

ら
っ

た
ば

か
り
の

子
ど

も
が

、
ス

マ
ホ

の
使

い
過

ぎ
で

学
校

の
成

績
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 下

げ
て

し
ま

い
、
そ

れ
を

き
っ

か
け

に
家

族
で

ス
マ

ホ
の

使
用

時
間

や
、
利

用
の

仕
方

に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ル

ー
ル

を
決

め
る

話
。
し

か
し

そ
の

ル
ー

ル
外

の
出

来
事

が
起

こ
っ

て
し

ま
い

…
「
考

え
て

み
よ

う
　
S
N
S
や

ス
マ

ホ
と

の
付

き
合

い
方

」
新

潟
ろ

う
き

ん
各

1
0
分

無
中

学
生

2
0
1
6

【
内

容
】

中
学

校
教

職
員

か
ら

の
現

場
の

声
を

は
じ

め
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

専
門

家
の

ア
ド
バ

イ
ス

の
も

と
制

作
。

ご
当

地
ア

イ
ド
ル

「
R
Y
U
T
is

t」
出

演
に

よ
る

オ
リ
ジ

ナ
ル

ス
ト
ー

リ
ー

で
ト
ラ

ブ
ル

を
再

現
、

原
因

や
解

決
法

を
学

び
ま

す
。

指
導

案
や

板
書

例
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
付

き
。

デ
ー

タ
C
D
有

り
。

第
１
話

「
S
N
S
　

子
ど

も
間

で
の

ト
ラ

ブ
ル

」
第

２
話

「
S
N
S
で

の
情

報
発

信
と

個
人

情
報

」
第

３
話

「
オ

ン
ラ

イ
ン

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

）
ゲ

ー
ム

・
ワ

ン
ク

リ
ッ

ク
請

求
へ

の
注

意
」

「
相

談
す

る
勇

気
～

悪
質

商
法

に
負

け
な

い
ぞ

！
～

」
千

葉
市

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

約
2
6
分

有
障

が
い

者
2
0
1
4

【
内

容
】

主
人

公
が

悪
質

商
法

に
巻

き
込

ま
れ

て
し

ま
い

、
そ

の
中

で
「
天

の
声

」か
ら

、
ど

う
し

た
ら

被
害

に
あ

わ
ず

に
す

む
の

か
、

若
年

者
被

害
に

あ
っ

た
場

合
は

ど
う
す

れ
ば

よ
い

か
を

学
び

な
が

ら
、

相
談

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
理

解
し

て
い

く
内

容
で

す
。

一
般

[本
編

]
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
（
１
分

1
8
秒

）
ケ

ー
ス

１
、

ワ
ン

ク
リ
ッ

ク
請

求
～

お
金

を
払

わ
な

け
れ

ば
い

け
な

い
の

？
～

（
4
分

1
7
秒

）
ケ

ー
ス

２
、

キ
ャ

ッ
チ

セ
ー

ル
ス

・
デ

ー
ト
商

法
～

知
ら

な
い

人
に

声
を

か
け

ら
れ

て
～

（
7
分

5
2
秒

）
ケ

ー
ス

３
、

マ
ル

チ
商

法
～

楽
し

て
儲

か
る

な
ん

て
ウ

ソ
～

（
7
分

2
9
秒

）

[保
護

者
・
支

援
者

向
け

解
説

編
]

悪
質

商
法

か
ら

若
者

を
守

る
た

め
に

（
4
分

4
2
秒

）

6
0

6
1

5
8
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B
　
食
生
活

N
o

企
　
画
　
会
　
社

時
間

字
幕

対
象
者

制
作
年

内
閣
府
　
食
品
安
全
委
員
会

1
6
分

無
若
年
者

2
0
1
0

【
内
容
】
食
品
添
加
物
や
農
薬
を
例
に
、
食
べ
物
の
安
全
性
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
る
か
を
解
説
し
、
科
学
の
目
で
リ
ス

ク
を
捉
え
、
低
減
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
学
び
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
児
童
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

・
食
品
添
加
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
A
D
Iの
設
定
と
食
品
安
全
委
員
会
の
役
割

・
食
品
の
残
留
農
薬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
食
品
安
全
委
員
会
の
仕
事

小
学
生

題
　
　
　
　
名

4

考
え
て
み
よ
う
！
!　
食
べ
物
の
安
全
性
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C
　
住
ま
い
　
ほ
か

N
o

企
　
画
　
会
　
社

時
間

字
幕

対
象
者

制
作
年

安
全
教
育
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
(小
学
校
5
・6
年
生
)家
の
中
の
安
全
を
考
え
よ
う

株
式
会
社
L
IX
IL

1
5
分

無
小
学
校

高
学
年

【内
容
】

こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？
‐フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
裏
側
に
あ
る
児
童
労
働
の
真
実
‐

特
定
非
営
利
活
動
法
人
A
C
E

約
1
3
分

無
一
般

2
0
1
5

【内
容
】
衣
類
の
主
な
原
材
料
コ
ッ
トン
。
コ
ッ
トン
生
産
国
第
２
位
の
イ
ン
ド
で
は
、
社
会
的
弱
者
で
あ
る

若
年
者

児
童
を
労
働
力
と
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
解
決
へ
の
糸
口
を
さ
ぐ
っ
て
い
く
内
容
で
す
。

パ
ー
ト１
　
世
界
の
コ
ッ
トン
生
産
と
イ
ン
ド
で
の
課
題

パ
ー
ト２
　
児
童
労
働
と
そ
の
原
因

パ
ー
ト３
　
児
童
労
働
を
な
く
す
た
め
に
は
（イ
ン
ド
）

パ
ー
ト４
　
コ
ッ
トン
産
業
の
児
童
労
働
を
な
く
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

題
　
　
　
　
名

将
来
起
き
る
事
故
を
予
知
で
き
る
超
能
力
少
女
ア
イ
が
家
の
中
で
起
き
る
事
故
を
予
知
し
、
ど
う
す
れ
ば
事

故
を
防
げ
る
の
か
に
つ
い
て
安
全
博
士
と
と
も
に
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
紹
介
し
ま
す
。
教
材
Ｃ
Ｄ
(ス
ラ
イ
ド
・ワ
ー
ク

シ
ー
ト)
つ
き
で
す
。
　
　
　
1
階
段
編
　
2
お
風
呂
編
　
3
グ
リ
ル
編

1 2
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D
　
契
約
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
金
融
・
法
律

N
o

企
　

画
　

会
　
社

時
間

字
幕

対
象

者
制

作
年

1
6
分

無
若

年
者

2
0
1
0

【
内

容
】

「
お

こ
づ

か
い

で
物

を
購

入
す

る
」
と

い
う

子
供

た
ち

の
日

常
生

活
を

描
く
こ

と
で

、
正

し
い

金
銭

感
覚

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

※
授

業
プ

ラ
ン

付
き

ろ
う

き
ん

2
0
分

無
若

年
者

2
0
1
1

【
内

容
】

身
近

な
マ

ネ
ー

ト
ラ

ブ
ル

（
契

約
の

知
識

、
ク

レ
ジ

ッ
ト
カ

ー
ド
、

悪
質

詐
欺

商
法

、
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
）
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

三
重

県
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
1
9
分

無
若

年
者

2
0
1
3

【
内

容
】

1
 若

者
の

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

（
若

者
の

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

の
種

類
や

特
徴

を
解

説
）

2
 契

約
っ

て
な

に
?
（
「
契

約
と

は
何

か
」
「
契

約
は

い
つ

成
立

す
る

の
か

」
な

ど
契

約
に

つ
い

て
の

基
礎

知
識

を
解

説
）

3
 ク

レ
ジ

ッ
ト
っ

て
な

に
?

4
 ネ

ッ
ト
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
の

落
と

し
穴

　
（
返

品
制

度
に

つ
い

て
）

5
 マ

ル
チ

商
法

6
 消

費
者

の
味

方
!!（

マ
ル

チ
商

法
の

事
例

に
沿

っ
て

、
三

重
県

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

の
対

応
の

紹
介

）

見
て

わ
か

る
！

金
融

教
育

～
授

業
の

進
め

方
知

る
ぽ

る
と

6
4
分

無
若

年
者

2
0
1
1

【
内

容
】

金
融

教
育

の
実

践
事

例
を

映
像

で
紹

介
し

て
い

ま
す

。
「
金

融
教

育
と

は
」
、

「
研

究
校

と
は

」
と

の
疑

問
に

も
答

え
て

い
ま

す
。

金
融

広
報

中
央

委
員

会

・
カ

レ
ー

作
り
ゲ

ー
ム

・
　

　
私

の
命

を
育

ん
だ

お
金

は
い

く
ら

？
　

　
・
会

社
を

つ
く
ろ

う
　

　

・
悪

質
商

法
に

ひ
っ

か
か

ら
な

い
で

！
　

　
・
子

ど
も

た
ち

の
商

店
街

　
　

・
金

融
教

育
と

は
　

　
・
研

究
校

と
は

ち
び

ま
る

子
ち

ゃ
ん

と
学

ぶ
大

切
な

３
つ

の
お

話
生

命
保

険
協

会
3
7
分

無
若

年
者

2
0
1
4

【
内

容
】

１
．

「
ま

る
子

、
お

金
の

大
切

さ
に

気
付

く
」
の

巻
・
・
・
ほ

し
い

も
の

を
買

う
た

め
に

ど
の

よ
う

に
お

金
を

得
る

か

２
．

「
計

画
立

て
て

お
金

を
使

お
う

！
」
の

巻
・
・
・
近

所
の

方
の

突
然

の
け

が
が

き
っ

か
け

で

３
．

「
ま

る
子

、
ま

さ
か

の
時

の
た

め
に

」
の

巻
・
・
・
保

険
の

お
仕

事
を

す
る

人
と

の
会

話
か

ら

「
御

金
大

事
」
と

考
え

よ
う

！
買

い
物

と
く
ら

し
広

島
県

　
環

境
県

民
局

　
消

費
生

活
課

約
3
9
分

有
小

学
生

2
0
1
4

【
内

容
】

物
や

お
金

の
大

切
さ

を
伝

え
る

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

御
金

大
事

が
、

物
や

金
銭

の
大

切
さ

や
よ

り
良

い
使

い
方

を

楽
し

く
わ

か
り
や

す
く
伝

え
ま

す
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
付

き
。

チ
ャ

プ
タ

ー
１
 物

や
お

金
の

使
い

方
（5

分
1
秒

)→
物

や
金

銭
の

大
切

さ
に

気
づ

き
、

そ
の

使
い

方
に

関
心

を
持

つ

チ
ャ

プ
タ

ー
２

 物
の

選
び

方
（
4
分

1
3
秒

)→
物

や
金

銭
の

計
画

的
な

使
い

方
を

考
え

た
り
、

工
夫

し
た

り
す

る

チ
ャ

プ
タ

ー
３

 計
画

的
な

買
い

物
の

し
か

た
っ

て
？

(6
分

4
3
秒

)

　
　
　
　
　
　
　
　
→

購
入

希
望

品
の

品
質

や
価

格
等

を
適

切
に

判
断

し
、
購

入
後

の
使

い
道

等
も

考
え

る

チ
ャ

プ
タ

ー
４
 な

に
見

て
選

ぶ
？

(7
分

1
6
秒

)→
購

入
す

る
際

の
判

断
目

安
と

な
る

マ
ー

ク
や

表
示

を
理

解
す

る

チ
ャ

プ
タ

ー
５
 買

い
物

が
世

界
を

変
え

る
！

？
(6

分
3
7
秒

)→
買

い
物

す
る

こ
と

が
社

会
や

世
界

と
つ

な
が

る
事

を
理

解
す

る

チ
ャ

プ
タ

ー
６

 御
金

大
事

の
買

い
物

達
人

へ
の

旅
！

(8
分

4
5
秒

）
→

こ
れ

ま
で

の
内

容
の

お
さ

ら
い

2
3

み
え

る
？

み
え

な
い

？
み

え
て

き
た

！
　

契
約

・
ク

レ
ジ

ッ
ト
・
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

の
コ

ト

1
7

2
0

1
3

1
6

金
融

教
育

サ
ポ

ー
ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
大

人
社

会
へ

の
パ

ス
ポ

ー
ト

題
　

　
　
　

名

ま
さ

と
と

め
ぐ

み
の

お
こ

づ
か

い
を

考
え

よ
う

　
　
　

社
団

法
人

　
全

国
消

費
生

活
相

談
員

協
会

9
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E
　
製
品
事
故

N
o

企
　
画
　
会
　
社

時
間

字
幕

対
象
者
制
作
年

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
(n
it
e
)

2
0
分

無
若
年
者

2
0
1
1

【
内
容
】
こ
れ
ま
で
実
際
に
発
生
し
た
身
近
な
製
品
に
関
す
る
事
故
を
紹
介
し
た
D
V
D
で
す
。
各
テ
ー
マ
ご
と
に
製
品
事
故
に
い
た
る

過
程
、
事
故
再
現
実
験
、
注
意
事
項
と
い
う
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
製
品
事
故
の
解
説
と
注
意
ポ
イ
ン
ト
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
事
故
、
子
ど
も
と
製
品
事
故
に
つ
い
て
話
し
合

う
た
め
の
ヒ
ン
ト
、
実
際
に
事
故
が
発
生
し
た
際
の
注
意
点
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
事
故

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
事
故

・
電
子
レ
ン
ジ
の
事
故

・
配
線
の
事
故
（
た
こ
足
配
線
・
電
源
プ
ラ
グ
）

・
電
池
の
事
故

小
学
生

「
く
ら
し
の
中
の
身
近
な
製
品
事
故
」
　
小
学
校
高
学
年
向
け

題
　
　
　
　
名

4
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F
　
環
境
・
衛
生
・
そ
の
他

N
o

企
　
画
　
会
　
社

時
間

字
幕

対
象
者

制
作
年

ビ
オ
レ
マ
マ
の
手
あ
ら
い
の
時
間

花
王
株
式
会
社

7
分
弱

無
幼
児

【
内
容
】
C
M
で
お
な
じ
み
、
ビ
オ
レ
マ
マ
と
子
ど
も
た
ち
が
、
研
究
員
の
先
生
と
手
あ
ら
い
に
つ
い
て
、
や
り
と
り
を

小
学
生

し
な
が
ら
、
以
下
の
内
容
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
授
業
教
材
C
D
－
R
O
M
付
き
。

・
ど
ん
な
時
に
手
を
あ
ら
う
の
？

・
手
を
あ
ら
わ
な
い
と
ど
う
な
る
の
？
→
手
あ
ら
い
は
大
切
！
！

・
正
し
い
手
あ
ら
い
の
６
つ
の
ポ
ー
ズ

・
あ
わ
あ
わ
手
あ
ら
い
の
う
た

環
境
の
こ
と
を
考
え
た
快
適
な
く
ら
し

花
王
株
式
会
社

無
中
学
生

2
0
1
3

【
内
容
】
岡
山
県
の
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
研
究
会
の
先
生
方
と
開
発
を
行
い
、
学
習
指
導
要
領
及
び
教
科
の
単
元

に
即
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
指
導
書
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
ス
ラ
イ
ド
教
材
、
映
像
教
材
付
き
で
す
。

衣
生
活
・
住
生
活
と
自
立
-
「
衣
服
の
選
択
と
手
入
れ
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
１
　
な
ぜ
洗
剤
を
使
う
の
？
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
　
環
境
に
配
慮
し
た
洗
濯
に
取
り
組
も
う

身
近
な
消
費
生
活
と
環
境

プ
ロ
グ
ラ
ム
３
　
ご
み
を
減
ら
そ
う
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
４
　
節
電
を
し
よ
う
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
５
　
節
水
を
し
よ
う

6 7

題
　
　
　
　
名

49



H
　
C
D
-
R
O
M
(
イ
ラ
ス
ト
等
)

N
o

企
　
画
　
会
　
社

内
　
　
容

対
象
者

制
作
年

考
え

て
み

よ
う

　
こ

れ
か

ら
の

く
ら

し
と

お
金

金
融

教
育

若
年

者
2
0
1
1

【
内

容
】

テ
キ

ス
ト
･授

業
ガ

イ
ド
・
板

書
計

画
・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
等

デ
ー

タ
、

Ｍ
Ｐ

３
の

W
e
b
テ

キ
ス

ト
で

視
聴

可
能

な
音

声
ア

ナ
ウ

ン
ス

あ
り

※
テ

キ
ス

ト
・
授

業
ガ

イ
ド
冊

子
あ

り
。

映
像

な
し

教
員

消
費

生
活

教
材

　
中

学
生

向
け

川
崎

市
消

費
者

行
政

セ
ン

タ
ー

消
費

生
活

教
材

若
年

者
2
0
1
3

【
内

容
】

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

で
学

ぶ
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

 君
な

ら
ど

う
す

る
こ

ん
な

と
き

！
P
ar

t2
財

団
法

人
　

消
費

者
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
シ

ナ
リ
オ

若
年

者
2
0
1
1

【
内

容
】

１
、

子
ど

も
に

関
わ

る
ト
ラ

ブ
ル

事
例

か
ら

一
般

２
、

ケ
イ

タ
イ

、
ネ

ッ
ト
に

潜
む

ワ
ナ

高
齢

者

３
、

若
者

に
多

い
ト
ラ

ブ
ル

事
例

か
ら

４
、

主
婦

や
高

齢
者

に
多

い
ト
ラ

ブ
ル

事
例

か
ら

５
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
＆

ア
ド
バ

イ
ス

台
本

と
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

使
用

し
て

消
費

者
ト
ラ

ブ
ル

を
学

び
ま

す
。

1
3

東
京

学
芸

大
学

・
み

ず
ほ

フ
ィ

ナ
ン

シ
ャ

ル
グ

ル
ー

プ
　

金
融

教
育

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

8 9

本
教

材
は

、
中

学
校

の
技

術
・
家

庭
科

な
ど

で
活

用
で

き
る

映
像

や
画

像
を

取
り

入
れ

た
消

費
生

活
教

材
で

す
。

川
崎

市
内

の
企

業
マ

イ
ス

タ
ー

、
農

産
物

「
か

わ
さ

き
そ

だ
ち

」
な

ど
を

紹
介

し
ま

す
。

・
食

生
活

と
自

立
・
衣

生
活

・
住

生
活

と
自

立
・
身

近
な

消
費

生
活

と
環

境
・
こ

れ
か

ら
の

消
費

生
活

・
資

料
集

題
　
　
　
　
名

題
　
　
　
　
名
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S
　

そ
の

他
(
ゲ

ー
ム

等
)

分
類

N
o

題
　

　
　

　
名

内
容

制
作

者
制

作
年

度

Ｓ
1

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
ゲ

ー
ム

Ⅱ
～

生
涯

設
計

の
ス

ス
メ

～
ス

ゴ
ロ

ク
形

式
の

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

で
、

人
生

の
様

々
な

リ
ス

ク
と

そ
れ

ら
に

対
応

す
る

必
要

な
知

識
や

備
え

な
ど

、
消

費
者

知
識

を
学

ぶ
（

3
人

～
5

人
）

第
一

生
命

(
株

)
2
0
1
2
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S
　

そ
の

他
(
ゲ

ー
ム

等
)

分
類

N
o

題
　

　
　

　
名

内
容

制
作

者
制

作
年

度

Ｓ
2

消
費

者
ア

ク
シ

ョ
ン

ゲ
ー

ム
す
ご

ろ
く

形
式

の
ボ

ー
ド

ゲ
ー
ム

で
、
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
消
費
者
ト

ラ
ブ

ル
や

高
齢

者
を

狙
っ

た
詐

欺
の

事
例

を
扱

い
、
そ
の
解
決
や
対
策
に
向
け

た
取

組
・
行

動
を

を
楽

し
み

な
が

ら
学

べ
る
教

材
で
す
（
3
人
～
5
人
）

消
費

者
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
2
0
1
5
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番
号

T
2
5
-
1
8

光
市

消
費

者
の

会

T
2
6
-
1

下
関

市
消

費
者

の
会

T
2
6
-
2

き
く
が

わ
消

費
者

の
会

T
2
6
-
4

宇
部

市
消

費
者

の
会

T
2
6
-
5

T
2
6
-
6

T
2
6
-
7

T
2
6
-
8

山
口

消
費

生
活

研
究

会

T
2
6
-
9

徳
地

消
費

者
グ

ル
ー

プ

T
2
6
-
1
1

山
口

市
阿

東
消

費
者

連
絡

協
議

会

T
2
6
-
1
2

阿
武

町
消

費
者

団
体

連
絡

協
議

会

T
2
6
-
1
3

周
南

消
費

者
協

会

T
2
6
-
1
4

下
松

消
費

者
連

絡
会

T
2
6
-
1
5

光
市

消
費

者
の

会

T
2
6
-
1
9

柳
井

市
消

費
生

活
研

究
会

T
2
7
-
1

下
関

広
域

T
2
7
-
2

宇
部

 山
陽

小
野

田
広

域

T
2
7
-
3

山
口

・
防

府
広

域

T
2
7
-
6

周
南

広
域

（
光

）

T
 消

費
者

啓
発

活
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
(若

年
者

)
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
作

成
消

費
者

団
体

名

ス
マ

ホ
を

上
手

に
使

う
為

に

サ
イ

バ
ー

犯
罪

に
気

を
つ

け
よ

う
！

台
所

は
危

険
が

い
っ

ぱ
い

！

「
で

き
る

か
な

？
」

守
ろ

う
よ

、
ル

ー
ル

―
。

子
供

も
大

人
も

。

支
払

方
法

の
特

性
を

学
ぼ

う

お
し

ゃ
れ

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

考
え

よ
う

よ
い

こ
ち

ゃ
ん

の
１

日

食
品

期
限

表
示

ク
イ

ズ

で
き

る
か

な
？

「
む

だ
使

い
は

ダ
メ

よ
～

」
お

金
は

大
切

で
す

身
に

つ
け

よ
う

！
「
消

費
者

力
」

３
R

っ
て

知
っ

て
る

？

山
陽

小
野

田
消

費
者

の
会

　
小

野
田

支
部

山
陽

小
野

田
消

費
者

の
会

　
山

陽
支

部

お
金

の
役

割

消
費

者
と

し
て

知
っ

と
こ

！
！

こ
ん

な
こ

と
で

…
！

（
危

な
い

よ
、

意
外

な
落

と
し

穴
）

「
契

約
（
約

束
を

守
ろ

う
）
」
に

つ
い

て

美
祢

市
消

費
者

の
会

ど
ち

ら
を

選
び

ま
す

か
？

野
菜

に
つ

い
て

考
え

よ
う
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３ 消費者啓発出前講座の講師派遣について              
 

県消費生活センターでは、県内の公民館や学校などの消費者啓発講座に、

無料で講師を派遣しています。 
講師の派遣を希望される場合は、「講師派遣申請書」（５７ページに掲載）

により、郵送・ＦＡＸ又はメールでお申し込みください。 
申込日に派遣できないことがありますので、申請は講座の１カ月前まで

にお願いします。 
なお、「講師派遣申請書」は県消費生活センターホームページからもダウ

ンロードできます。 
 
講座内容 契約の基礎知識、消費生活相談事例、クーリング・オフ制度

等 
※ 啓発講座のプランは実施前に打ち合わせを行い、御要望

（時間、内容等）に応じて調整します。参考として、小学

生を対象に実施した啓発講座のプラニングシートを５６

ページに掲載します。 
時  間 １時間程度 
講  師 消費生活センター職員、消費生活相談員 
申込み先 申し込みは、郵送、ＦＡＸ又はメールにてお願いします。 

●郵送先：〒753-8501 
山口県山口市滝町１番１号 山口県消費生活 
センター消費者教育・相談班宛 

●ＦＡＸ：（０８３）９２３－３４０７ 
●メール：manaberu@pref.yamaguchi.lg.jp 

 

消費生活相談のデータや相談事例を授
業に活用しませんか？ 

派遣は無料です。是非御利用ください。

消費生活相談のデータや相談事例を授
業に活用しませんか？ 

派遣は無料です。ぜひ御利用ください。
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≪小学生を対象とした消費啓発講座の実施例≫ 

 

  クイズやグループワークを交えてお金の役割や契約の基本、小学生が遭 

いやすい消費者トラブルについて啓発を行います。 
 
 

消費生活センターの紹介  ５分 

お金について考えよう 

 ・お金の役割について考える 

 ・お金を支払う方法 

 ・人生とお金について など 

パワーポイント １０分 

消費者ってだれのこと？ 

 ・皆も消費者になるのかな など 
パワーポイント １０分 

契約ってなんだろう？ 

 ・契約はいつ成立するのかな 

 ・買った物を返品できるかな など 

パワーポイント １０分 

気を付けてね、消費生活のトラブル 

 ・携帯電話のトラブル 

 ・トラブルにあったら相談しよう など 

パワーポイント 
グループワーク １０分 
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平成   年   月   日 

 山口県消費生活センター所長 様 

 

申請者名                  

 

講 師 派 遣 申 請 書（学校用） 

 

 下記により、消費者教育啓発講座（研修）を実施したいので、講師を派遣される

ようお願いします。 

記 

 

開催年月日 平成    年    月    日（    ） 

開 催 時 間   時   分 から    時   分 まで 

開 催 場 所 

 

所在地： 

 

施設名： 

 

対 象 人 員 生徒数    人  教職員   人  計    人 

視聴覚機器の 

有    無 

プロジェクター    有   無  (持込  可 不可) 

パソコン       有   無  (持込  可 不可) 

スクリーン      有   無 (持込  可 不可) 

DVDプレーヤー    有    無  (持込  可 不可) 

学  校  名 

担当教師名  

（TEL               ） 

講座希望内容  

※ 視聴覚機器の有無は、開催場所で使用できるものについて、印を付けてください。 

 

消費者教育施設 

「まなべる」への 

交通手段 

自家用車   マイクロバス   その他（     ） 

※ 開催場所が「まなべる」の場合は、ご記入ください。 

FAX：０８３－９２３－３４０７ 
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４ 消費生活相談窓口一覧                        
 

消費生活センターでは、商品を購入したりサービスを利用したりすると

きに起こる販売方法、契約内容、多重債務、品質のトラブルなど消費生活に

関する相談を受付け、 問題解決のための助言・あっせん等を行っています。 

また、消費者啓発講座や教材の貸出を行っている消費生活センターもあ

りますので、消費者教育授業に御活用ください。 
 

H30.1.31現在 

相談窓口 自治体名 電話番号 所在地 

下関市消費生活センター 下関市 083-231-1270 下関市役所新館内 

宇部市消費生活センター 宇部市 0836-34-8157 宇部市役所内 

山口市消費生活センター 山口市 083-934-7171 山口市役所内 

萩市消費生活センター 萩市 0838-25-0999 萩市役所内 

防府市消費生活センター 防府市 0835-25-2129 防府市役所内 

下松市消費生活センター 下松市 0833-44-0999 下松市役所内 

岩国市消費生活センター 岩国市 0827-22-1157 岩国市役所内 

光市消費生活センター 光市 0833-72-5511 光市役所内 

長門市消費生活センター 長門市 0837-23-1115 長門市役所内 

柳井地区広域消費生活センター 柳井市  

周防大島町  

上関町  

田布施町  

平生町 

0820-22-2125 柳井市役所内 

美祢市消費生活センター 美祢市 0837-52-3455 美祢市役所内 

周南市消費生活センター 周南市 0834-22-8321 周南市役所内 

山陽小野田市消費生活センター 山陽小野田市 0836-82-1139 山陽小野田市役所内 

和木町企画総務課 和木町 0827-52-2136 和木町役場内 

阿武町経済課 阿武町 08388-2-3114 阿武町役場内 

山口県消費生活センター 山口県 083-924-0999 山口県庁厚生棟２階 
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http://www.city.shimonoseki.lg.jp/www/contents/1177400368617/index.html
http://www.city.ube.yamaguchi.jp/kurashi/anzen/shouhi/shouhiseikatsu.html
http://www.city.yamaguchi.lg.jp/soshiki/27/5578.html
http://www.city.hagi.lg.jp/soshiki/16/
http://www.city.hofu.yamaguchi.jp/soshiki/4/syouhiseikatusoudannituite.html
http://www.city.kudamatsu.lg.jp/seikatsu/seikatsu/seikatsu/kuraship1/shouhiseikatusoudan.html
http://www.city.iwakuni.lg.jp/life/1/2/16/
http://www.city.hikari.lg.jp/seikatsu/syouhi.html
http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/soshiki/7/1534.html
https://www.city-yanai.jp/site/shohiseikatsu-center/
http://www2.city.mine.lg.jp/www/contents/1316148784056/
http://www.city.shunan.lg.jp/section/seian/shohi/syohijoho.html
http://www.city.sanyo-onoda.lg.jp/soshiki/13/shouhi.html
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山口県消費生活センター 

（山口県環境生活部県民生活課内） 

〒753-8501  

山口県山口市滝町 1 番 1 号 山口県庁厚生棟２階 

ＴＥＬ：０８３－９２４－２４２１（消費者教育） 

：０８３－９２４－０９９９（相談） 

ＦＡＸ：０８３－９２３－３４０７ 
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